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地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
（
継

続
）１
億
２
０
５
６
万

高
齢
者
や
通
学
児
童
生
徒
な
ど

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
運

行
に
要
す
る
経
費
等
を
助
成
。

企
業
立
地
推
進
事
業
（
新
規
）

２
８
７
万

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の

開
通
に
よ
り
、
さ
ら
に
首
都
と

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
優
れ
た
新

し
い
産
業
拠
点
と
し
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
拡
大
な

ど
を
目
指
し
、
市
で
は
企
業
誘

致
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
新

規
）１
６
０
０
万

都
市
地
域
の
意
欲
あ
ふ
れ
る
人

材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
市

へ
の
定
住
、
定
着
を
図
り
、
地

域
の
魅
力
の
再
発
見
や
、
地
域

活
性
化
の
新
た
な
展
開
を
期
待

し
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」事
業
を
実
施
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
事
業（
新
規
）１
１
７
９
万

平
成
28
年
度
か
ら
の
公
共
施
設

（
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
含
む
）
統

廃
合
を
目
指
し
た
管
理
計
画
の

策
定
を
進
め
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
事
業
（
新
規
）

６
０
５
万

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
問

題
に
重
点
を
置
き
、
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
経
費
を
計

上
。

庁
舎
建
設
事
業
（
継
続
）

33
億
６
９
１
９
万

市
の
一
体
性
の
確
保
や
合
併
効

果
を
十
分
に
発
揮
し
た
効
率
的

な
行
財
政
の
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
、
新
庁
舎
の
建
設
事

業
を
進
め
ま
す
。

市
民
協
働
費
（
変
更
）

７
５
０
０
万

男
女
共
同
参
画
推
進
、
共
同
利

用
施
設
維
持
管
理
、
集
落
集
会

施
設
整
備
補
助
、
カ
ナ
ダ
・
サ

ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
、
区
長
制
度
運
用
に
関

す
る
経
費
を
計
上
。

児
童
福
祉
総
務
費
（
継
続
）

５
億
6
4
1
０
万

母
子
家
庭
な
ど
に
対
す
る
児
童

扶
養
手
当
や
高
等
技
能
訓
練
促

進
費
の
支
給
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
、
児
童
福

祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業

に
必
要
な
経
費
を
計
上
。

道
路
新
設
改
良
事
業
（
継
続
）

４
億
４
５
２
０
万

市
道
の
新
設
及
び
改
良
に
要
す

る
経
費
を
計
上
。地
域
か
ら
の

改
良
要
望
に
対
し
て
積
極
的
に

取
組
む
こ
と
を
重
点
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

平成27年度稲敷市当初予算概要

みんなが住みたい
素敵なまちの実現を目指して

●財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2802）

予算規模表
 		  平成27年度	 平成26年度	 比較	 ％
一般会計	 2,157,300	 2,163,800	 -6,500	 -0.3
特別会計	 1,321,003	 1,251,925	 69,078	 5.5
	 国民健康保険	 660,187	 584,125	 76,061	 13.0
	 公平委員会	 16	 16	 0	 0.0 
	 農業集落排水事業	 41,138	 40,567	 572	 1.4
	 公共下水道事業	 154,689	 189,637	 -34,949	-18.4
	 介護保険	 356,437	 334,281	 22,156	 6.6
	 浮島財産区	 124	 124	 0	 0.0
	 古渡財産区	 353	 353	 0	 0.0
	 基幹水利施設管理事業	 20,890	 18,521	 2,369	 12.8
	 後期高齢者医療	 86,294	 84,301	 1,993	 2.4
	 介護サービス事業	 876	 0	 876	 皆増
公営企業会計	 129,364	 134,438	 -5,074	 -3.8
	 水道事業	 128,412	 133,487	 -5,075	 -3.8
	 工業用水道事業	 951	 951	 0	 0.0
総計	 3,607,666	 3,550,163	 57,503	 1.6
単位：万円　数値については、四捨五入の上記載

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
進
捗
状
況
を
改
め
て
確
認

し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組

の
着
実
な
推
進
を
目
指
す
と
と

も
に
、
市
が
担
う
べ
き
業
務
、

優
先
的
に
行
う
業
務
の
「
選
択

と
集
中
」
を
基
本
と
し
て
、
次

の
３
つ
の
柱
を
重
点
施
策
と
し

て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

１
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

⑴
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
充
実

・
稲
敷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
く
様
々
な

施
設
・
事
業
な
ど
の
充
実

・
地
域
の
意
見
を
尊
重
し
た
小

学
校
の
適
正
配
置
の
検
討

・
特
色
あ
る
教
育
環
境
の
整
備
。

⑵
快
適
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
交
流
人
口
を
増
や
し
定
住
促

進
に
効
果
の
あ
る
施
策
の
実
行

２
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

⑴
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
稲
敷
市
地
域
防
災
計
画
に
沿

っ
た
体
制
づ
く
り
の
計
画
的
な

実
施

・
新
庁
舎
建
設
の
推
進

・
消
防
・
防
災
設
備
の
整
備

⑵
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
に
お
け
る
自
主
的
防
犯

活
動
の
推
進
と
犯
罪
防
止
に
配

前
年
度
か
ら
11
・
⓽
億
円
の
増

加
。新
利
根
地
区
新
設
小
学
校

建
設
事
業
が
事
業
完
了
に
よ
り

13
・
９
億
円
の
皆
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
予
算
の
合
計
額
は

１
３
２
・
１
億
円
で
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
制
度
改
正

に
よ
り
増
加
し
、前
年
度
比
５
・

５
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
当
初
予
算

合
計
額
を
み
た
場
合
、
今
年
度

度
総
額
は
３
６
０
・
８
億
円
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
最
大
だ
っ

た
昨
年
度
の
予
算
規
模
を
５
・

７
億
円
以
上
も
上
回
る
こ
と
に

な
り
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

慮
し
た
環
境
の
整
備

３
行
財
政
運
営
の
効

率
化

・
稲
敷
市
第
３
次
行

政
改
革
大
綱
に
沿
っ

た
各
種
取
り
組
み
の

推
進

・
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
策
定

予
算
規
模

一
般
会
計
の
予
算
額

は
２
１
５
・
７
億
円

で
、
過
去
最
大
の
予

算
規
模
と
な
っ
た
前

年
度
と
比
較
し
て

０
・
３
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

増
減
の
大
き
な
事

業
は
、
新
庁
舎
建
設

事
業
費
が
完
成
年
度

を
迎
え
る
こ
と
か
ら

公
共
サ
イ
ン
整
備
事
業

１
億
０
５
３
４
万

地
域
の
一
体
感
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
デ
ザ
イ
ン
の

統
一
な
ど
に
よ
り
、
公
共
サ
イ

ン
（
道
路
に
設
置
す
る
誘
導
標
識

な
ど
）
を
計
画
的
か
つ
効
果
的

に
配
置
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
７
億
７
７
３
６
万

公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
を
支

援
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

同
特
別
会
計
へ
繰
出
金
を
支
出

し
ま
す
。

教
育
送
迎
バ
ス
運
行
事
業

５
８
３
４
万

通
学
の
た
め
に
使
用
す
る
バ
ス

な
ど
の
運
行
に
必
要
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
要
な
事
業

　
新
規
事
業
と
し
て
企
業
立
地
推
進
！

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
選
択
と
集
中
」

一般会計	 215億7300万
特別会計	 132億1003万
企業会計	 12億9364万
総計	 360億7666万
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目
的
別
予
算
の
金
額
と
構
成

比
は
上
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

　

対
前
年
度
比
較
で
、
大
き
く

増
加
す
る
費
用
は
、
総
務
費
、

農
林
水
産
業
費
、
公
債
費
と
な

っ
て
お
り
、
減
少
す
る
も
の
は
、

民
生
費
、
教
育
費
と
な
っ
て
い

ま
す
。

主
な
増
減
要
因

総
務
費
：
11
億
６
０
１
６
万
増

・
庁
舎
建
設
事
業（
平
成
26
・
27

年
度
継
続
事
業
）の
増

・
庁
舎
再
編
事
業（
旧
庁
舎
等
改

修
経
費
）の
増（
新
規
）

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
の

増（
新
規
）

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
事
業
の
増（
新
規
）

民
生
費
：
４
９
０
９
万
減

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

の
減

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
の
減

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
の

減（
計
画
策
定
委
託
、
桜
川
こ
ど
も

歳
入
の
金
額
と
構
成
比
は
、
上

記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
対
前
年
度
比

で
大
き
く
増
加
す
る
も
の
は
地

方
譲
与
税
等
、
県
支
出
金
、
市

債
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
減

少
す
る
も
の
は
、
市
税
、
地
方

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
増
減
要
因

市
税
：
１
億
７
０
４
４
万
円
の

減個
人
市
民
税
が
１
億
の
減
。固

定
資
産
税
は
評
価
替
え
の
影
響

で
０
・
８
億
の
減
。

地
方
譲
与
税
等
：

１
億
８
３
３
６
万
の
増

地
方
消
費
税
の
増
税
に
伴
い
地

方
消
費
税
交
付
金
の
増

地

方

交

付

税

：

２
億
２
２
０
０
万
の
減

国
の
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま
え

積
算
。

国

庫

支

出

金

：

３
億
０
２
０
８
万
の
減

公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金

議会費：2億2,815万円

総務費：52億7,533万円

民生費：60億0,653万円

衛生費：14億8,404万円

農林水産業費：12億5,597万円

商工費：1億3,448万円

土木費：22億7,104万円

消防費：9億8,729万円

教育費：22億3,735万円

災害復旧費：0.3万

公債費：16億4,073万円

諸支出金：2,211万円（0.1%）

予備費：3,000万円（0.1%）

（
新
利
根
小
学
校
建
設
事
業
）の
減
。

県
支
出
金
：
２
億
８
０
２
０
万

の
増

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

の
増
。

繰
入
金
：
７
億
４
３
６
０
万
の

減新
庁
舎
建
設
基
金
繰
入
金
の
減

少
。

市
債
：
10
億
１
３
８
０
万
の
増

合
併
特
例
債
（
新
庁
舎
建
設
）
の

増
。

※
な
お
新
庁
舎
建
設
事
業
の
財

源
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
で

は
新
庁
舎
建
設
基
金
の
全
額
繰

入
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

合
併
特
例
債
借
入
額
の
増
額
を

行
い
、
基
金
に
つ
い
て
は
そ
の

償
還
金
に
充
て
る
方
が
交
付
税

算
定
の
関
係
で
有
利
で
あ
る
こ

と
か
ら
当
初
計
画
を
変
更
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
歳
入
予
算
の
特
徴

　
新
庁
舎
に
よ
る
合
併
特
例
債
増
加

園
建
築
事
業
の
皆
減
）

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
新
利
根
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
建
築
工

事
）の
増

農
林
水
産
業
費
：

１
億
５
５
７
５
万
増

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
の
交
付
金
支
払
方
法
が
変
更

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
加

・
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
事

業
の
農
家
支
援
市
単
独
補
助
金

等
の
減

教
育
費
：
13
億
６
８
１
４
万
減

・
教
育
総
務
事
務
費
の
増
加

（
非
常
勤
職
員
等
の
社
会
保
険
料
等

の
増
）

・
新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
建

設
事
業
の
皆
減

公
債
費
：
８
７
２
３
万
増

・
緊
急
防
災
・
減
災
害
事
業
債
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
償
還
額
の

増

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
特
徴

　
庁
舎
建
設
事
業
、
庁
舎
再
編
事
業

1.1%

24.5%

27.8%

6.9%

5.8%

0.6%

10.5%

4.6%

10.4%

7.6%
市税：45億4,370万円

分担金負担金：1億4,829万円（0.7%）
使用料及び手数料：9,299万円（0.4%）

財産収入：3,159万円（0.1%）
寄附金：1万円（0.0%）

繰入金：10億7,350万円

繰越金：2億0,000万円

諸収入：5億5,256万円地方譲与税等：13億4,955万円

28.2%

8.1%

5.4%

21.3%

6.2%

21.1%

2.6%

5.0%

0.9%

地方交付税：60億7,300万円

国庫支出金：17億4,654万円

県支出金：11億7,398万円
市債：45億8,690万円

一般会計歳入

一般会計歳出
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思
い
出
に
残
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中
・
高
生
を
派
遣

昨年度は21名（大人３人、中高生18人）の親
善大使派遣団員が、姉妹都市であるサーモン
アーム市を訪問しました。
　それぞれがサーモンアーム市の家庭へホー
ムステイし、ホストファミリーと交流を深め、
カナダの雄大な自然の中で貴重な体験をたく
さんしてきました。

今
年
の
夏
、
稲
敷
市
で
は
第
９

回
親
善
大
使
海
外
派
遣
事
業
と

し
て
、
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
サ

ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中
学
生
・

高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
カ
ナ
ダ
の
大
自
然
の
中
で
一

週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
、
海
外
で
の
家
庭
生
活
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
の
チ

ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
カ
ナ
ダ
へ
！

　
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重

な
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
！

派
遣
期
間
：
８
月
16
日
（
日
）

〜
26
日（
水
）

募
集
人
員
：
20
名

※
応
募
者
が
10
名
未
満
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
５
月
７
日
（
木
）

〜
22
日
（
金
）　
※
土
日
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5

時 （
応
募
書
類
配
布
も
同
様
）

応
募
資
格
：
稲
敷
市
在
住
の

中
学
生・高
校
生
で
あ
る
こ
と
。

／
派
遣
前
の
結
団
式
、
事
前
研

修
な
ど
に
参
加
で
き
る
方
。
／

心
身
が
健
康
で
、
協
調
性
に
富

み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
お
よ

び
生
活
が
で
き
る
方
。
／
帰
国

後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な

ど
の
、
国
際
交
流
推
進
事
業
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
。
／

過
去
に
市
の
行
う
同
種
の
派
遣

事
業
へ
参
加
し
て
い
な
い
方
。

応
募
方
法
：
応
募
希
望
者

は
、
応
募
書
類
を
５
月
22
日

（
金
）ま
で
に
、
稲
敷
市
市
民
協

働
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
：
派
遣
申
込
書

（
写
真
１
枚
添
付
）
／
推
薦
調

書
（
学
校
長
の
承
諾
が
必
要
で

す
）

　
応
募
書
類
は
、
稲
敷
市
市
民

協
働
課
・
市
内
各
中
学
校
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

派
遣
者
の
選
考
お
よ
び
決

定
：
選
考
後
（
抽
選
の
場
合
あ

り
）、本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

経
費
負
担
：
経
費
総
額
は
、

約
30
万
円
程
度
の
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
15
万
円
を
上
限
と
し

て
総
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
要
す
る

費
用
（
約
1
万
円
）
と
小
遣
い

な
ど
個
人
的
費
用
は
参
加
者
負

担
。参
加
人
数
や
燃
油
特
別
付

加
運
賃
に
よ
り
経
費
負
担
額
の

変
更
あ
り
。

問
合
せ
先
：
稲
敷
市
市
民
協

働
課
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

４
１
０
０
）

	 派遣日程（予定）
８月16日（日）	 成田からサーモンアームへ	 ホームステイ
	 17日（月）〜22日（土）	 サーモンアーム滞在	 ホームステイ
　　23日（日）	 バンフへバス移動	 市内観光
　　24日（月）	 バンフ近郊観光	 コロンビア大氷原など
　　25日（火）	 カルガリーからバンクーバーへ	 国内線から国際線へ乗換え
　　26日（水）	 成田到着	

カナダへの派遣の様子！

悪質な不法投棄が多発しています

不法投棄は環境犯罪
ごみをみだりに捨てることは、法律で禁じられています。
ごみを捨てた人は、法律で５年以下の懲役もしくは１千万円
以下の罰金（法人の場合は1億円以下の罰金）といった刑事責任
を負うことになります。

【不法投棄を見かけたら】
稲敷市環境課（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4402）
稲敷警察署生活安全課☎029-893-0110

廃棄物不法投棄の手口
市
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
の
導
入
な
ど
、

監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
ま

す
。し
か
し
、
不
法
投
棄
は
な
く

な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。不
法

投
棄
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
不
法
投

棄
を
さ
せ
な
い
強
い
意
志
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
す
ぐ
に
通
報
を
お
願
い

し
ま
す

次
の
よ
う
な
状
況
を
見
か
け
た
ら

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
１
人
で
現
場
に
近
づ

い
て
注
意
を
し
た
り
、
写
真
撮

影
は
危
険
で
す
。ま
ず
「
通
報
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
突
然
大
き
な
穴
が
掘
ら
れ
た

▼
昼
間
現
場
に
人
が
い
な
い
が
、

毎
日
地
形
が
変
わ
っ
て
い
る
▼

早
朝
、
夜
間
な
ど
に
ダ
ン
プ
の

出
入
り
が
多
い
▼
夜
間
工
事
で

も
な
い
の
に
、
重
機
の
音
が
す

る
▼
斜
面
の
上
か
ら
直
接
投
棄

し
た
形
跡
が
あ
る
▼
会
社
の
表

記
が
な
か
っ
た
り
、
ナ
ン
バ
ー

が
見
づ
ら
い
深
ダ
ン
プ
が
通
る

▪
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

通
報
の
際
に
は
分
か
る
範
囲
で

か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
ポ

イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
市
環
境

課
か
稲
敷
警
察
署
生
活
安
全
課

に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
い
つ
頃
か
ら
か
▼
お
お
よ
そ

の
場
所
は
ど
こ
か
▼
そ
の
場
所

は
誰
の
土
地
か
▼
捨
て
ら
れ
て

い
る
廃
棄
物
は
何
か
▼
運
ん
で

い
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
は
何
番
か

以
上
の
よ
う
な
事
を
控
え
て
お

き
、通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯行時間 1年中時期を選ばない
犯行時間 夜間早朝に不法投棄する

平ボディーダンプの場合はシートをかけて、日
中でも不法投棄する

不法投棄場所 山砂採取、山砂採取後の跡地、山間部の空き地
休耕田、休耕畑
資材置き場、スクラップ置き場、倉庫内

不法投棄の条件 民家が近くになく、周囲から見通しが悪いこと
主要道から少し入ったところで、大型ダンプな
どの運搬車両が通れる道幅があること
土地や倉庫の所有者の了解を事前に得る場合

（廃棄物ということはふせて）と、全く無断で投棄
する場合がある

使用する車両な
ど

運搬車料
▷大型ダンプ（あおりを高く改造してある「深ダン
プ」）
▷平ボディーのダンプ（シートをかけてある）
▷ユニック車（ドラム缶などの場合）
重機
▷バックホー（ユンボ）
その他
▷重機の運搬時にトレーラーを使用する
▷事前に投棄現場入り口に鉄板を敷く

投棄現場までの
運搬方法

高速道路を利用することが多い
集団で連なって走行しない
投棄現場に直接向かわず、分散して待機するこ
とが多い
現場入り口付近からライトを消しておく
待機場所からのルートはその都度変更するこ
とがある

作業現場 事前にその日の投棄分の穴を掘っておく
ライトは消すか、目張りをして作業する
その日の全ての投棄が終わったら必ず覆土す
る

▪
不
法
投
棄
を
さ
せ
な

い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

不
法
投
棄
は
、
す
る
人
が
一
番

悪
い
の
で
す
が
、
土
地
の
所
有

者
が
「
ご
み
を
捨
て
ら
れ
な
い

環
境
づ
く
り
」
を
す
る
こ
と
も

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
雑
草
の
生
い
茂
っ
た
状
況
に

な
ら
な
い
よ
う
に
草
刈
り
な
ど

を
行
い
、
定
期
的
に
見
回
り
を

し
た
り
、
囲
い
や
柵
な
ど
を
設

置
し
た
り
、
容
易
に
侵
入
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
事
も
必
要
で

す
。投
棄
物
が
あ
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
清
掃
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
不
法

投
棄
を
助
長
し
、
大
量
に
捨
て

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。



ど
う
？
稲
敷
市
に
住
み
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
！

 
い
な
し
き
に
住
み
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
♥
プ
ラ
ン
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分野 方向性 事業名 担当課

雇用

色々な働き口がたくさんできるように新た
な企業誘致や地元企業の支援、また、市内外
の就職情報をいっぱい集め、若い方々に積
極的に発信するなど、生活の糧となる安定
した収入が得られるよう、若い方々ととも
に、その企業も応援します！！

◆地域資源等活用型産業創出支援事業
企業誘致推進室

（江戸崎庁舎）◆企業誘致立地促進事業

◆企業求人情報発信等事業 商工観光課
（東庁舎）

◆市内企業リレーション事業 企業誘致推進室
（江戸崎庁舎）

◆中小企業事業資金融資事業 商工観光課
（東庁舎）

◆いなしき農業講座開催事業
農政課

（東庁舎）◆青年就農給付金事業

住居

若い家族の方々が、自分達らしい生活が市内
でもできるよう、マイホーム支援やマンショ
ンタイプの建設促進、空き家バンクなど、色々
な住宅が提供できるよう、若い方々とともに、
協力いただける企業も応援します！！

◆若年夫婦世帯マイホーム取得支援事業 人口減少対策室
（江戸崎庁舎）

◆上水道新規加入支援事業 水道課

◆空き家バンク創設事業
人口減少対策室

（江戸崎庁舎）◆空き家バンク促進事業

◆優良集合住宅建設支援事業

子育て

未就学期や義務教育期の子育て支援だけで
なく、それ以前の結婚、妊娠・出産、また、義
務教育以降など、出来るだけ長い支援を行
うなど、「結婚～妊娠～子育て～教育～医療」
に至る一連において、子ども達とその保護
者の方々を応援します！！

◆わが子への未来便事業 市民課
（桜川庁舎）

◆不妊治療費助成事業
健康増進課

（ふれあいセンター）◆マタニティ・スクール事業

◆乳幼児健康支援事業

◆ファミリーサポートセンター事業

子ども家庭課
（新利根庁舎）

◆子育て支援センター事業

◆保育支援事業

◆放課後児童健全育成事業

◆放課後子ども教室推進事業 生涯学習課
（新利根庁舎）

◆ひとり親家族控除事業（保育料軽減等） 子ども家庭課
（新利根庁舎）

◆ひとり親家族控除事業（市営住宅家賃軽減） 都市計画課
（東庁舎）

◆医療福祉事業 保険年金課
（桜川庁舎）

◆奨学金支給事業
教育学務課
（新利根庁舎）◆ALT 派遣事業

◆英語検定受験料補助事業

◆水辺の楽校事業
生涯学習課
（新利根庁舎）◆イナシキッズ事業

◆青少年海外派遣・受入事業 市民協働課
（桜川庁舎）

◆結婚お祝いカード事業 市民課
（桜川庁舎）

◆出会いサポート事業
人口減少対策室

（江戸崎庁舎）

プロモーション

人口減少対策の専門セクションの設置をは
じめ、企業誘致や情報発信等の体制や窓口
を強化・一元化して、稲敷市での「雇用・住居・
子育て」の情報の発信を頑張るなど、若い
方々の市内定住や稲敷市へのUIJ ターンな
どを応援します！！

◆移住定住窓口設置事業

◆シティセールス・プロモーション事業

◆子育て総合情報サイト事業 子ども家庭課
（新利根庁舎）

◆企業誘致推進事業 企業誘致推進室
（江戸崎庁舎）

市
で
は
、
昨
年
５
月
の
日
本
創
成
会
議

に
よ
る
消
滅
可
能
性
都
市
の
公
表
を
踏

ま
え
、
庁
内
に
「
稲
敷
市
人
口
減
少
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

各
部
局
長
だ
け
で
な
く
、
15
名
の
新
規

採
用
職
員
も
加
わ
り
全
庁
的
な
協
議
を

重
ね
、
こ
の
度
「
い
な
し
き
に
住
み
た

く
な
っ
ち
ゃ
う
♥
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
消
滅
可
能
性
都
市

の
要
因
で
あ
る
若
い
方
々
の
減
少
に
鑑

み
、若
い
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、『
雇

用
』、『
住
居
』、『
子
育
て
』、『
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン（
情
報
発
信
）』の
４
つ
の
柱
を

設
け
、
こ
れ
ま
で
の
同
様
の
事
業
を
は

じ
め
、
工
夫
等
を
加
え
、
拡
充
さ
れ
た

事
業
、そ
し
て
、新
規
事
業
な
ど
、36
事

業
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
実
行
計
画
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
年
度
に
着
手
・
実
施

す
る
事
業
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
プ
ラ
ン
は
、現
在
、国
が

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
創
生

の
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
』
の
平
成
27
年
度
先
行
取
組
版
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

プランの目的

若い女性をはじめ、若い方々が
　　　働き、出会い、結婚し、出産・育児等のライフステージを
　　　　　　　　稲敷市内で過ごしてもらえるような地域を目指し、
　　「雇用」、「住居」、「子育て」の支援の追加・強化とともに、
　　　　　　　　その情報発信のための「プロモーション」を高めます。

対策のねらい

就職や結婚での
市外転出を減らすこと！
“若者流出対策”

やっぱり子どもを産み
育ててもらうこと！
“少子化対策”

ーいなしきに住みたくなっちゃう♥プランー

最大１００万円が受け取れます

このほかにも市内の各金融機関（常陽
銀行、筑波銀行、水戸信用金庫、ＪＡ稲
敷）では、住宅ローンの金利優遇策が
あるので、ぜひご活用ください。

40歳未満の夫婦世帯（夫婦のいずれ
かが40歳未満であれば対応）の市内
でのマイホーム取得を支援するため、
市内に新築住宅を取得した場合に助成
金を交付します。

助成対象世帯の区分 助成金額

若年夫婦世帯 20万円

若年夫婦世帯かつ子育て世帯 60万円

若年夫婦世帯かつ転入世帯 60万円

若年夫婦世帯かつ子育て世帯かつ転入世帯 100万円

お問い合わせや申請は、稲敷市人口減少対策室（☎029-892-2000）へ！

4月から「マイホーム取得支援制度」がスタート

若い家族に稲敷市に
住んでもらうこと！
“ＵＩＪターン対策”

◆太字になっている事業名は、新規事業または拡充事業になります。
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女
性
１
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

①
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
申
込
フ

ォ
ー
ム

②
青
年
部
Ｈ
Ｐ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
（http://e-seinenbu.

com

）

▽
締
切
：
６
月
９
日（
火
）

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
（
担

当
：
内
藤
）　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

専
用
携
帯　
☎
０
９
０
︲
８
８

１
８
︲
２
６
０
３

対象児年齢： 平成 25年 4月 2日～26年 4月 1日生まれ
 平成 24年 4月 2日～25年 4月 1日生まれ
 平成 23年 4月 2日～24年 4月 1日生まれ

認定こども園

トピックストピックス

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」

　

発
見
に
ご
協
力
を

「
け
し
」の
仲
間
は
、
春
か
ら
色

鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

観
賞
用
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、「
け
し
」
の
仲
間

に
は
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

葉
の
特
徴
と
し
て
、
茎
を
抱
き

込
む
よ
う
に
つ
い
て
い
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

を
発
見
し
た
場
合
は
、
竜
ケ
崎

保
健
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所
衛
生
課

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
６

３

第
13
回
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

参
加
者
募
集

稲
敷
市
と
稲
敷
市
商
工
会
青
年

部
で
は
、
好
評
の
「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
稲
敷
市
の

若
者
に
新
し
い
出
会
い
の
場
を

提
供
し
よ
う
と
計
画
し
た
も
の

で
、
11
組
の
成
婚
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
て
い
る
人
気
企
画
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
参
加
を
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
21
日
（
日
）
受

付
：
午
後
３
時　
開
始
：
午
後

３
時
30
分

▽
場
所
：
「
ラ 

フ
ェ
リ
ー
チ

ェ
」（
つ
く
ば
市
）

▽
参
加
資
格
：
男
性
＝
20
歳
〜

40
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
の
方

※
稲
敷
市
在
住
の
方
最
優
先
、

応
募
多
数
の
場
合
抽
選

女
性
＝
20
歳
以
上
の
独
身
の
方

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
募
集
人
数
：
各
24
名
（
計
48

名
）

▽
参
加
料
：
男
性
５
０
０
０
円

ＱＲコード

　2月開催時の様子

納
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
の
開
始

平
成
27
年
６
月
よ
り
各
市
税
な

ど
の
納
付
期
限
を
超
え
て
納
付

の
確
認
が
と
れ
な
い
方
に
、「
納

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」か
ら
電
話

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
品
質
向
上（
教
育
訓
練
な
ど
）

の
た
め
、
通
話
を
録
音
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
８
）

【
写
真
掲
載
の
例
】

小
中
学
の
英
語
検
定
に
補
助
金
交
付

　

英
語
力
と
学
習
意
欲
の
向
上
を

稲
敷
市
で
は
、
児
童
生
徒
の
英

語
力
お
よ
び
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
益

財
団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会

が
実
施
す
る
実
用
英
語
技
能
検

定
の
受
験
者
に
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

・
市
内
の
小
中
学
校
に
在
学
す

る
児
童
生
徒

・
市
内
在
住
の
小
中
学
生

※
申
請
の
手
続
き
は
保
護
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
交
付
額

・
公
益
財
団
法
人　
日
本
英
語

検
定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英

語
技
能
検
定
の
検
定
料

・
１
人
に
つ
き
該
当
年
度
２
回

ま
で

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま

す
。

■
申
請
の
手
続
き

・
市
内
小
中
学
校
の
在
校
生
は
、

学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
内
在
住
で
市
外
の
小
中
学

校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
は
、

稲
敷
市
教
育
委
員
会
へ
直
接
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
時
の
必
要
書
類

・「
稲
敷
市
英
語
検
定
料
補
助

金
交
付
申
請
書
」

・
受
験
の
証
明
書
（
領
収
書
な

ど
）

・
振
込
先
の
確
認
で
き
る
通
帳

ま
た
は
キ
ャ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写

し■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
教
育
委
員
会
教
育
学
務

課　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
５
０
５
）

え
て
調
査
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
審
査
会
の
委
員
は
６
名
で
、次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
会
長
＝
山
口
勝
夫（
市
民
）

◇
副
会
長
＝
宮
本
衛
市
（
司
法

書
士
）

◇
委
員
＝
黒
田
綾
香（
弁
護
士
）

／
尾
﨑
利
生
（
大
学
教
授
）
／
萩

原
治（
市
民
）／
冨
山
文
代（
市
民
）

■ 

問
合
せ

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
０
９
）

市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
委
嘱

　
　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
に

政
治
倫
理
審
査
会
と
は
、
稲
敷

市
政
治
倫
理
条
例
に
よ
り
政
治

倫
理
基
準
を
定
め
、
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
お
よ
び
市
議
会

議
員
が
そ
の
基
準
に
違
反
す
る

行
為
に
つ
い
て
市
民
か
ら
調
査

請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を

行
う
諮
問
機
関
で
す
。

　
市
民
の
方
は
、
当
該
者
の
行

為
が
政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す

る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、１
０
０
人
以
上
の
連
署

と
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
を
添

い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度

　
　
「
い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド
」

「
い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度
」

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
料
金
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
加

算
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。

◇
優
待
カ
ー
ド
（
い
ば
ら
き
シ

ニ
ア
カ
ー
ド
）は
、
市
役
所
、
い

こ
い
の
プ
ラ
ザ
、地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
証
な
ど
住
所
、
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
、
配
付
を
希
望
さ
れ
る
ご
本

人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
協
賛
店
舗
に
は
、
シ
ニ
ア
カ

ー
ド
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ

ー
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

◇
協
賛
店
舗
の
募
集
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
６
）
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稲
敷
市
職
員
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。課
長
職

以
上
の
異
動
職
員
、
新
規
採
用

職
員
、
退
職
者
を
掲
載
し
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
前
職
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
１
０
）

異　
動

◆
政
策
調
整
部

▽
部
長
＝
高
山
久
（
市
長
公
室

長
）
▽
政
策
企
画
課
：
課
長
＝

糸
賀
一
典
（
企
画
課
）　

▽
政

策
企
画
課
人
口
減
少
対
策
室
兼

企
業
誘
致
推
進
室
：
室
長
＝
濱

田
正（
農
政
課
課
長
補
佐
）

◆
総
務
部

▽
総
務
課
：
課
長
＝
坂
本
浩
一

（
社
会
福
祉
課
長
兼
人
権
推
進

室
長
）　

▽
財
政
課
：
課
長
＝

内
田
義
博
（
農
政
課
長
）
▽
管

財
課
庁
舎
建
設
推
進
室
：
室
長

＝
齊
藤
東
敏
（
秘
書
広
聴
課
庁

舎
建
設
推
進
室
長
）　

▽
危
機

管
理
課
：
課
長
＝
小
倉
新
市
郎

（
商
工
観
光
課
長
）

◆
市
民
生
活
部

▽
部
長
＝
油
原
久
之
（
総
務
課

長
）　

▽
市
民
協
働
課
：
課
長

＝
工
藤
浩
一
（
高
齢
福
祉
課
課

長
補
佐
）
▽
市
民
協
働
課
江
戸

崎
地
区
窓
口
：
課
長
＝
小
林
守

（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
長
）　
▽

市
民
協
働
課
新
利
根
地
区
窓

口
：
課
長
＝
野
村
均
（
江
戸
崎

公
民
館
長
）
▽
市
民
協
働
課
東

地
区
窓
口
：
課
長
＝
坂
本
和
子

（
東
総
合
窓
口
課
長
）　
▽
市
民

課
：
課
長
＝
宮
本
庄
一
（
同
課

課
長
補
佐
）
▽
納
税
課
：
課
長

＝
山
崎
光
春
（
下
水
道
課
課
長

補
佐
）　

▽
環
境
課
：
課
長
＝

永
長
妥
啓（
生
活
環
境
課
長
）

◆
保
健
福
祉
部

▽
社
会
福
祉
課
：
課
長
（
人
権

推
進
室
長
兼
務
）
＝
諸
岡
祐
一

（
都
市
計
画
課
課
長
補
佐
）　
▽

生
活
福
祉
課
：
課
長
＝
鈴
木
健

夫
（
社
会
福
祉
課
保
護
室
長
）

　
▽
保
険
年
金
課
：
課
長
＝
伊

藤
知
也（
教
育
学
務
課
長
）

◆
産
業
建
設
部

▽
農
政
課
：
課
長
＝
萩
谷
克
巳

（
教
育
学
務
課
課
長
補
佐
）　
▽
商

工
観
光
課
：
課
長
＝
川
崎
洋
一

（
同
課
課
長
補
佐
）

◆
教
育
委
員
会

▽
部
長
＝
一
鍬
田
耕
寿
（
江
戸
崎

地
方
衛
生
土
木
組
合
事
務
局
長

（
派
遣
））　

▽
教
育
学
務
課
：
課

長
＝
根
本
英
誠
（
市
民
課
長
兼
桜

川
総
合
窓
口
課
長
）　

▽
子
ど
も

家
庭
課
：
課
長
＝
坂
本
哲
（
総
務

課
課
長
補
佐
）

◆
会
計
課

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝
糸

賀
正
志（
納
税
課
長
）

◆
派
遣

稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
：
事
務

局
長
＝
川
上
晋
（
保
険
課
長
）　

▽
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
：

事
務
局
長
＝
椎
名
貢（
財
政
課
長
）

新
規
採
用
者

▽
政
策
企
画
課
：
主
事
＝
栗
山
正

成　
▽
市
民
協
働
課
：
主
事
補
＝

坂
本
あ
ゆ
美　
▽
税
務
課
：
主
事

＝
根
本
安
里　
▽
生
活
福
祉
課
：

主
事
＝
加
藤
学　
▽
高
齢
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
：
主
事

＝
坂
本
優
一　
▽
保
険
年
金
課
：

主
事
＝
黒
田
早
智　
▽
健
康
増
進

課
：
主
幹
＝
高
野
友
和　
▽
建
設

課
：
主
事
＝
犬
飼
英
憲　
▽
教
育

学
務
課
：
主
事
＝
永
長
沙
織　
▽

認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
：
保
育

教
諭
＝
溝
口
葉
子
、
渡
邉
叶　
▽

桜
川
こ
ど
も
園
：
保
健
師
＝
大
上

晃
代　
▽
ゆ
た
か
幼
稚
園
：
教
諭

＝
糸
賀
美
樹　
▽
生
涯
学
習
課
：

主
事
＝
小
島
結
子　
▽
歴
史
民
俗

資
料
館
：
主
事
＝
坂
本
祐
介

退
職
者（
３
月
31
日
付
け
）

◆
定
年
退
職
者

栗
山
照
夫
、
坂
本
正
光
、
松
本
武

夫
、栁
町
行
夫
、内
田
和
雄
、松
浦

和
子
、戸
舘
春
美
、宮
本
洋
子
、古

澤
俊
一
、郡
司
里
子
、大
石
昭
彦
、

古
澤
博
子
、
秋
山
友
子
、
川
尻
幸

江◆
早
期
退
職
者

奥
澤
憲
二
、
一
鍬
田
つ
た
江
、
坂

本
喜
代
美
、
篠
田
和
代
、
松
崎
光

代

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す

る
ヤ
フ
ー
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内

の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

に
よ
り
、
市
税
滞
納
者
か
ら
差

押
さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
方
法
等
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
公
売
情
報
」か
、

上
記「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

【
参
加
申
込
期
間
】

５
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
～

６
月
11
日（
木
）午
後
11
時

※
参
加
申
込
手
続
き
を
さ
れ
な

い
方
は
、
入
札
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
札
期
間
】

６
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時
～

６
月
25
日（
木
）午
後
２
時

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

５
１
１
）

売却区分番号 物件情報 見積価格 公売保証金 備考

稲27-6

（土地）
所在：稲敷市江戸崎字古屋敷
地番：甲2000番41
地目：雑種地
地積：1420㎡

（建物）
所在：稲敷市江戸崎字古屋敷甲2000番地3
家屋番号：甲2000番3の2
種類：居宅
構造：木造スレート葺平家建
地積：39.74㎡

（付属建物）
符号1 居宅 木造スレート葺平家建　39.74㎡
符号2 居宅 木造スレート葺平家建　39.74㎡
符号3 居宅 木造スレート葺平家建　39.74㎡
符号4 居宅 木造スレート葺平家建　39.74㎡
符号5 居宅 木造スレート葺平家建　39.74㎡
符号6 居宅 木造スレート葺平家建　39.74㎡

6,680,000円 670,000円 貸家住宅

稲27-7

（土地）
所在：稲敷市羽生字谷津
地番：1466番
地目：田
地積：1556㎡

450,000円 50,000円
入札にあたり

「 買 受 適 格 証
明書」が必要
です。

稲27-8

（土地）
所在：稲敷市羽生字原
地番：1500番
地目：田
地積：754㎡

210,000円 30,000円
入札にあたり

「 買 受 適 格 証
明書」が必要
です。

【公売不動産】

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）
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保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
、
納

め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
、
金
融

機
関
等
へ
行
く
手
間
と
時
間
も

省
け
て
便
利
で
す
。

さ
ら
に
、
口
座
振
替
に
よ
り
早

割
や
前
納
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
現
金
で
月
々
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、
割

引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料
額

　
年
金
コ
ー
ナ
ー

平成27年4月からの
国民年金保険料額は、

月額15,590円
　　　　　　　です。

行
政
区
と
市
の
パ
イ
プ
役

　

平
成
27
年
度
の
行
政
区
長

平
成
27
年
度
の
正
副
区
長
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
区
長
は
地
域
の
要
望
を
と
り

ま
と
め
て
市
に
伝
え
た
り
、
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、

地
域
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
区
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
一
番

身
近
な
住
民
組
織
で
す
。地
域

（
行
政
区
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
は
、
災
害
の
と
き

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
、
地
域
の
き
ず
な
を
構
築

で
き
る
な
ど
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。自
治
会

活
動
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、自
治
会（
行
政
区
）へ
の

加
入
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

江
戸
崎
地
区

▽
門
前
第
１
：
松
麿
清　
▽
門

前
第
２
：
桐
渕
紅
二　
▽
江
戸

崎
田
宿
：
髙
橋
益
夫　

▽
新

山
：
青
木
勝
久　
▽
戸
張
：
黒

田
信
一　
▽
浜
新
宿
：
川
尻
和
利

▽
本
宿
荒
宿
：
中
島
滉　

▽
大

宿
：
石
井
道
朗　
▽
天
王
：
平
山

和
彦　
▽
根
宿
切
通
：
杉
田
次
郎

▽
西
町
：
中
山
洋　

▽
犬
塚
本

郷
：
清
原
定
男　
▽
荒
野
：
清
原

孝
一　
▽
稲
波
：
中
村
辰
男　
▽

小
角
：
武
部
正
明　
▽
上
君
山
：

山
口
孝
雄　
▽
下
君
山
：
鈴
木
康

▽
松
山
：
岡
野
勝
理　
▽
羽
賀
：

野
澤
知
二　
▽
村
田
：
荒
井
哲　

▽
沼
田
第
１
：
櫻
井
良
美　
▽
沼

田
第
２
：
山
岡
守　
▽
沼
田
台
：

寺
田
登　
▽
小
羽
賀
：
酒
井
紀
美

夫　
▽
時
崎
：
山
口
章　
▽
下
蒲

ケ
山
：
廣
瀬
裕
行　

▽
上
蒲
ケ

山
：
池
田
俊
明　
▽
月
出
里
：
野

原
守　
▽
花
指
：
小
河
正
美　
▽

佐
倉
：
高
山
實　
▽
鳩
崎
本
郷
：

黒
田
伸
治　
▽
野
原
：
池
田
俊
明

▽
信
太
古
渡
：
親
見
清
志　

▽

岡
：
折
本
良
行　
▽
須
賀
：
糸
賀

修
身　
▽
椎
塚
：
栗
山
弘　
▽
駒

塚
：
小
泉
正
男　
▽
桑
山
：
板
橋

隆　
▽
南
ケ
丘
：
宇
都
健
蔵　

■ 

新
利
根
地
区

▽
寄
居
：
小
倉
照
雄　
▽
寺
地
：
野

崎
孝
一　
▽
新
利
根
新
宿
：
内
藤
隆

▽
九
軒
：
新
木
正
男　
▽
戌
渡
：
山

口
昇　
▽
伊
崎
太
田
新
田
：
山
本

孝
雄　
▽
角
崎
狸
穴
：
萩
原
重
夫

▽
中
山
：
瀬
尾
芳
正　
▽
曽
根
：
大

貫
光
幸　
▽
伊
佐
津
：
宮
崎
順
一　

▽
太
田
上
：
増
田
清　
▽
太
田
下
：

土
肥
徳
良　
▽
寺
内
：
遠
藤
実
男

▽
小
野
：
清
家
眞
一　
▽
堀
川
：
椎

塚
達　
▽
桑
山
新
田
：
椎
塚
瑞
男

▽
根
本
１
区
：
足
立
光
威　
▽
根

本
２
区
：
大
里
治
男
▽
根
本
３
区
：

池
田
長
二　
▽
根
本
４
区
：
山
口
幸

一　
▽
根
本
５
区
：
足
立
功　
▽
根

本
６
区
：
池
田
治
一
郎

■ 

桜
川
地
区

▽
浮
島
東
：
黒
田
雅
美　
▽
浮
島
中

央
：
黒
田
正　
▽
浮
島
西
：
坂
本
勝

夫　

▽
須
賀
津
：
坂
本
松
男
▽
甘

田
：
郡
司
孝　
▽
四
箇
：
平
野
廣　

▽
阿
波
：
富
澤
富
生　
▽
神
宮
寺
：

塚
本
善
和　
▽
柏
木
：
小
泉
信
次　

▽
羽
生
：
永
長
健
一
▽
堀
之
内
：
小

川
次
郎　
▽
桜
川
田
宿
：
黒
田
春
男

▽
桜
川
本
宿
：
樫
本
四
郎　
▽
古
渡

岡
：
伊
多
重
信　
▽
飯
出
：
出
津
幸

喜　
▽
三
次
：
坂
本
孝　
▽
馬
渡
：

坂
本
光
吉

■ 

東
地
区

▽
東
１
区
：
大
野
壽　

▽
東
２

区
：
髙
橋
貞
夫　
▽
東
３
区
：
鈴

木
健
慎　
▽
東
４
区
：
渋
谷
俊
昭

▽
東
５
区
：
嶋
﨑
敏
夫　
▽
東
６

区
：
坂
本
泰
雄　
▽
東
７
区
：
坂

本
隆　
▽
東
８
区
：
菅
生
登
男　

▽
東
９
区
：
松
田
健
一　
▽
東
10

区
：
蛯
原
邦
彦　
▽
東
11
区
：
水

飼
勝　
▽
東
12
区
：
海
老
原
英
雄

▽
東
13
区
：
鳥
羽
貴
一　
▽
東
14

区
：
東
海
林
正
美　
▽
東
15
区
：

藤
澤
利
夫　
▽
東
16
区
：
坂
本
正

光　
▽
東
17
区
：
木
内
勇
悟　
▽

東
18
区
：
山
口
克
之　

▽
東
19

区
：
福
山
勝
夫　
▽
東
20
区
：
岡

野
孝
幸　
▽
東
21
区
：
髙
橋
寛

※
敬
称
略

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
市
民
協
働
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
１
０
０
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
稲
敷
４
月
号
16
ペ
ー
ジ
掲
載
の
記
事
「
手
当
額
の
変
更
」
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。左
記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

◆
該
当
箇
所
：
表
中
の
障
害
児
福
祉
手
当

手当名 平成26年度
（月額）

平成27年度
（月額）

障害児福祉手当 49,900 51,100

手当名 平成26年度
（月額）

平成27年度
（月額）

障害児福祉手当 14,140 14,480

【誤】

【正】

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

昨
年
申
請
し
た
方
も
再
度
申
請
が
必
要
で
す

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用

す
る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
こ
れ
ら

の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
障

が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
は
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。な
お
、
申
請
手
続
き

は
毎
年
度
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

今
年
初
め
て
減
免
制
度
を
受
け
る

方
・
昨
年
と
は
違
う
車
両
で
減
免

制
度
を
受
け
る
方
は
必
要
書
類
を

持
参
の
う
え
、
桜
川
庁
舎
２
階
税

務
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。昨

年
と
同
じ
車
両
で
引
き
続
き
減
免

制
度
を
受
け
る
方
は
必
要
書
類
持

参
の
う
え
、
税
務
課
ま
た
は
各
庁

舎
市
民
協
働
課
各
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

障
害
者
手
帳
・
納
税
通
知
書
（
納

付
し
て
い
な
い
も
の
）
／
車
検
証

／
印
鑑
／
運
転
す
る
方
の
運
転
免

許
証

●
申
請
期
限

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
ま
で
（
平

成
27
年
６
月
1
日
ま
で
）
申
請
期

限
を
す
ぎ
る
と
当
該
年
度
は
減
免

で
き
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
５
０
３
）

口
座
振
替
・
前
納
の
お
申
込
み

方
法
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

土
浦
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１
／
７

１
６
９

・
稲
敷
市
保
険
年
金
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
う
ち
、
死
別

や
離
婚
等
に
よ
る
ひ
と
り
親
家

庭
に
は
、税
法
上
の
寡
婦（
寡
夫
）

控
除
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

婚
姻
歴
が
な
い
場
合
は
税
法
上

の
寡
婦（
寡
夫
）控
除
が
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
稲
敷
市
で
は
、
同
じ
ひ
と
り

親
家
庭
で
あ
り
な
が
ら
、
税
法

寡
婦（
寡
夫
）控
除
の
み
な
し
適
用

　
ひ
と
り
親
家
庭

№ 事業名 担当課 電話番号

1 認定こども園・幼稚園・
保育所の保育料の軽減

教育委員会
子ども家庭課

029-892-2000
（内線3400）

2 母子及び父子高等職業
訓練促進給付金等事業

教育委員会
子ども家庭課

029-892-2000
（内線3402）

3 子育て短期支援事業 教育委員会
子ども家庭課

029-892-2000
（内線3402）

4 市営住宅使用料（家賃）
の減免

産業建設部
都市計画課

029-892-2000
（内線5700）

上
の
規
定
に
よ
る
経
済
的
負
担

の
不
公
平
解
消
と
子
育
て
支
援

充
実
の
観
点
か
ら
、
次
の
事
業

に
つ
い
て
、
寡
婦（
寡
夫
）控
除

の
み
な
し
適
用
を
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

下
記
の
各
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
政
策
企
画
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
４
）
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トピックストピックス

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　

回
収
の
お
知
ら
せ

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
稲
敷
市

内
在
住
者
を
対
象
と
し
て
、
６
月

に
桜
川
地
区
・
新
利
根
地
区
に
お

い
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た

使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
の
回
収
を
行
い
ま
す
。排

出
さ
れ
る
方
は
登
録
料
・
処
理
料

を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。ご
希
望
の
方
は
下
記
あ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
な
お
、

東
・
江
戸
崎
地
区
で
の
回
収
は
11

月
を
予
定
し
て
お
り
、
広
報
10
月

号
に
て
再
掲
し
ま
す
が
、
６
月
の

回
収
に
東
、
江
戸
崎
地
区
在
住
の

方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。）

【
回
収
品
目
】

①
使
用
済
農
ビ
＝
使
用
済
農
ビ
の

み
。黒
色
、
糸
入
り
は
回
収
し
ま

せ
ん
。

※
農
ビ
に
は
、
統
一
マ
ー
ク
「
農

ビ
」
を
ブ
ル
ー
系
で
プ
リ
ン
ト
し

て
あ
り
ま
す
。

②
使
用
済
農
ポ
リ
＝
ハ
ウ
ス
等
被

覆
用
ポ
リ
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、

カ
ン
レ
イ
シ
ャ
、
遮
光
シ
ー
ト
、

果
実
下
敷
材
、
灌
水
・
散
水
チ
ュ

ー
ブ
、
苗
箱
、
園
芸
用
育
苗
ト
レ

イ
・
ポ
ッ
ト
、肥
料
袋
、ポ
リ
コ
ン

テ
ナ
等

※
農
ビ
と
農
ポ
リ
は
分
別
し
、
土

砂
な
ど
を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
間
】

５
月
15
日（
金
）～
６
月
５
日（
金
）

【
申
込
み
先
】

申
込
期
間
内
に
、
農
政
課
へ
各
個

人
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。①

住
所　
②
氏
名　
③
電
話
番
号　

④
回
収
品
目
（
農
ビ
・
農
ポ
リ
の

量
、
苗
箱
の
枚
数
な
ど
）
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。回
収
日

時
の
詳
細
に
つ
い
て
は
申
込
者
の

方
の
み
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

収
集
対
策
協
議
会
事
務
局　
稲
敷

市
農
政
課　
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５

自
動
車
税
の
納
税

　

６
月
1
日
ま
で
に

ニ
セ
電
話
詐
欺
・
自
衛
策
は
？

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
税
の
納
税

　

６
月
1
日
ま
で
に

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

　

平
和
を
仕
事
に

住
民
基
本
台
帳

　

一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販

売
契
約
の
場
合
は
使
用
者
）
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。納
税
通
知
書
が
届
き
ま

し
た
ら
、
納
期
限
の
６
月
１
日

（
月
）ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

息
子
と
偽
っ
て
の
電
話
、
名
義

を
貸
し
て
欲
し
い
と
い
う
電
話
、

還
付
金
が
戻
る
と
い
う
電
話
。

あ
の
手
、
こ
の
手
で
お
金
を
騙

し
取
ろ
う
と
す
る
手
口
に
引
っ

か
か
ら
な
い
様
、
自
衛
策
が
必

要
で
す
。

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
1

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。人
に
譲
っ
た
場
合

や
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
廃
棄
、
盗

難
な
ど
に
よ
り
、
軽
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
を
所

有
し
な
く
な
っ
た
場
合
や
車

検
切
れ
な
ど
で
使
用
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
所
定
の
機

関
で
税
止
め
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。申
請
を
せ
ず

に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
、
４

人
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
談
員
は
自
衛
官
募
集
の
協
力

活
動
と
し
て
、自
衛
隊
広
報
行
事
の

紹
介
や
広
報
官
と
と
も
に
入
隊
希

望
者
本
人
や
家
族
に
対
し
勧
誘
な

ど
を
行
い
ま
す
。自
衛
隊
に
入
隊
し

た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方
は
、い
つ

で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
江
戸
崎
地
区
＝
小
林
三
令
（
下

君
山
１
６
４
３
）
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
１
０
４
５

納
付
で
き
る
場
所
は
、
納
税
通
知

書
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
度
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
お
よ
び
納
税

確
認
の
電
子
化
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所　
☎
０

２
９
︲
８
２
２
︲
７
２
３
０

ま
ず
、
自
分
は
決
し
て
騙
さ
れ

な
い
と
い
う
思
い
は
捨
て
ま
し

ょ
う
。

　
電
話
は
不
意
打
ち
に
か
か
っ

て
き
ま
す
。他
人
事
だ
と
思
わ

ず
、
電
話
が
来
た
と
き
の
こ
と

を
想
定
し
対
応
方
法
を
練
習
し

と
、
毎
年
税
金
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
平
成
27
年

６
月
1
日
ま
で
に
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。納
付
書
が
届

か
な
い
場
合
に
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
税
務
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
４
５
０
３
）

・
新
利
根
地
区
＝
名
切
秀
男
（
柴

崎
８
２
６
２
︲
１
１
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
５
０
８
５

・
桜
川
地
区
＝
村
塚
好
一
（
三
次

３
５
９
）
☎
０
２
９
︲
８
９
４
︲

３
６
６
０

・東
地
区
＝
坂
本
旭（
清
水
１
１
７
）

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
５
３
５

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
９
）

て
見
ま
し
ょ
う
。馬
鹿
馬
鹿
し

い
と
思
わ
ず
、
家
族
で
協
力
し
、

被
害
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
投
資
詐
欺
な
ど
、
知
ら

な
い
相
手
か
ら
の
電
話
に
つ
い

て
は
、
会
話
を
続
け
な
い
で
電

話
を
切
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。「
必
要
な
い
の
で
、
失
礼
し

ま
す
。」、
相
手
が
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
途
中
で
も
か
ま
わ
ず
、
そ

う
言
っ
て
受
話
器
を
置
き
ま
し

ょ
う
。

　
名
義
貸
し
は
違
法
だ
と
い
う

脅
し
に
の
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。そ
う
言
わ
れ
た
ら
即

座
に
電
話
を
切
り
、
警
察
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
大
切
な
財
産
を
、
無
く
し
て

か
ら
後
悔
し
な
い
よ
う
お
互
い

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

申出者の氏名等 利用目的 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲
（株）建設技術研究所

取締役専務執行役員東京本社長
兪　朝夫

「霞ヶ浦の環境整備に関するア
ンケート調査」の対象抽出 H26.8.11 全地区

20歳以上の男女1,250名

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次 「消費動向調査」の対象抽出 H26.8.15 高田地区

単身世帯の世帯主40名
（株）サーベイリサーチセンター

代表取締役　藤澤士朗
「食育の推進に関するアンケー

ト調査」の対象抽出 H26.10.31 堀川地区
満20歳以上の男女20名

（株）ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山創一

「全国たばこ喫煙者率調査」
の対象抽出 H27.1.6

釜井地区
大正14年5月1日～平成7年
4月30日生まれの男女20名

（株）建設技術研究所
取締役専務執行役員東京本社長

　兪　朝夫
「霞ヶ浦の環境整備に関するア

ンケート調査」の対象抽出 H27.1.19 東・桜川の全地区
20歳以上の男女120名

（一社）中央調査社
会長　西澤豊

「人生のあゆみと格差に関する
全国調査」の対象抽出 H27.1.29

岡飯出、柏木地区
20 歳以上 89 歳以下の日本

人男女16名

（株）日水コン
代表取締役社長　野村喜一

「利根川下流河川環境整備事業」
についてのアンケート調査の

対象抽出
H27.1.30

上之島、上須田、下須田伊佐
部、佐原下手、八筋川、押砂、
本新、結佐、西代、阿波崎地区

18歳以上の男女119名

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次

「男女のあり方と社会意識に関
する調査」の対象抽出 H27.2.12

下君山地区
20 歳以上 79 歳以下の日本

人男女20名

住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第11条の2第12項の規定により、平成26年4月1日～平成27
年3月31日までの個人または法人の申し出による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を公表します。
■ 問合せ先
稲敷市市民課（桜川庁舎）　☎029-892-2000（内線4200）



トピックストピックス

広報稲敷 平成27年 5月号　1819　広報稲敷 平成27年 5月号

 傷病者程度別搬送状況
軽症	 5,484名
中等症	 3,488名
重症	 790名
死亡	 205名
その他	 6名
搬送人員	 9,973名

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　

平
成
27
年
度
予
算
／
消
防
ミ
ニ
白
書

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　出　
項　　　目 予　算　額 構　成　比 項　　　目 予　算　額 構　成　比

分賦金及び負担金 3,791,309 97.0 議　会　費 3,552 0.1
使用料及び手数料 7,096 0.2 総　務　費 76,812 2.0
県　支　出　金 8,500 0.2 消　防　費 3,633,300 92.9
財　産　収　入 44 0.0 公　債　費 193,936 5.0
寄　　附　　金 17,000 0.4 予　備　費 900 0.0
繰　　越　　金 17,000 0.4 　 　 　
諸　　収　　入 2,551 0.1 　 　 　
組　　合　　債 65,000 1.7 　 　 　
合　　　　計 3,908,500 100.0 合　　　計 3,908,500 100.0

◆ 平成２7年度予算について

◆ 平成26年消防ミニ白書

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
老 人 ホ ー ム 特 別 会 計 水 防 事 業 特 別 会 計

項　　　目 予　算　額 構　成　比 項　　　目 予　算　額 構　成　比

歳　
　
　
入

分賦金及び負担金 93,997 89.3

歳　
　
　
入

分賦金及び負担金 8,008 82.1
使用料及び手数料 96 0.1 財　産　収　入 722 7.4
財　産　収　入 9 0.0 繰　　入　　金 400 4.1
寄　　附　　金 1 0.0 繰　　越　　金 500 5.1
繰　　入　　金 10,000 9.5 諸　　収　　入 130 1.3
繰　　越　　金 1,000 1.0 　 　 　
諸　　収　　入 97 0.1 　 　 　
合　　　　計 105,200 100.0 合　　　　計 9,760 100.0

歳　
出

民　　生　　費 105,100 99.9 歳　
出

水　　防　　費 9,660 99.0
予　　備　　費 100 0.1 予　　備　　費 100 1.0
合　　　　計 105,200 100.0 合　　　　計 9,760 100.0

火　　　　災 救　急 ・ 救　助
平成26年中の火災発生件数は、管内全域で88件発生
し、昨年と比較しますと5件の減でした。火災が原因

平成26年中の救急出動件数は10,583件で、昨年より
70件減少しました。救急種別では、急病が7,009件と
最も多く、次いで一般負傷1,512件、交通事故1,002
件、転院563件、その他497件でした。救助出動件数
は148件（昨年より5件減）で、救助種別では、交通事
故67件、火災事故44件、その他が37件でした。

で5名の尊い命が失われ、
10名の方が負傷していま
す。

出火原因ワースト3
1. 放火（疑い）	 23件
2. たばこ　	 7件
2. 電灯などの配線	 7件

　 市町村別発生状況
稲敷市	 20件
牛久市	 15件
龍ケ崎市	 29件
利根町	 4件
河内町	 7件
美浦村	 13件
火災件数	 88件

　火災種別発生状況
建物	 50件
林野	 3件
車両	 17件
その他	 18件
火災件数	 88件

稲敷市	 2,211件
牛久市	 3,204件
龍ケ崎市	 3,297件
利根町	 693件
河内町	 468件
美浦村	 705件
圏域外	 5件
出動件数	 10,583件

市町村別救急出動件数

□ 住宅用火災警報機の設置はお済みですか。 □ 救急車の適正利用にご協力ください。
問合せ先：稲敷地方広域市町村圏事務組合
　　　　  ☎0297-64-3741（代）　ホームページ：http://www.inashiki-kouiki.jp/

　　　　市では、介護保険でのサービスの他に
　　　　　　　　　　次のような高齢者福祉サービスを行っています。

平
成
27
年
度　
稲
敷
市
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
高
齢
者
生
活
支
援

サービス名 内　　　容 対　象　者 利 用 料 金 等

配食サービス

食事の調理が困難なひと
り暮らし高齢者等に対し
て栄養のバランスのとれ
た食事を配達し、在宅生活
を支援するとともに、安否
確認を行います。

食事の調理が困難なおおむね
65歳以上の在宅のひとり暮ら
し高齢者等
※ 利用の可否については、対象
者の状況等を訪問調査の上で決
定

朝食　200円
昼食　400円
夕食　400円

緊急通報
システム

急病や事故などの緊急時に
通報できる機器（本体とペ
ンダント型）を設置し、協
力員や消防本部に通報し速
やかに救助を行います。

65歳以上で健康上不安のある
ひとり暮らしの方、緊急時に電
話通報が困難な高齢者世帯

設置工事費14,000円程度
（市民税非課税世帯は無料）

緊急通報機器　貸与

愛の定期便 週1回、乳酸菌飲料を配布
し安否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで配
布を希望する方 無料

給食サービス バランスのとれた食事の
提供（月1回）を行います。

70歳以上の在宅ひとり暮らし
高齢者等 無料

ふれあい電話
月2回程度、利用者へ電話
をかけて孤独感の解消と
安否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで希
望する方　※ 配食サービスを
受けている方は非該当

無料

シルバーカー
購入費補助

高齢者、障がい者の歩行を
容易にするためシルバー
カーの購入者に対して補
助金を交付します。

・65歳以上の者で歩行に支障を
来す方
・身体障害者手帳所持者で歩行
に支障を来す方
・過去5年間同補助を受けてい
ない方

１人１台まで
購入額の2分の1
（上限5,000円）

紙おむつ
支給事業

紙おむつ等を2か月に1回
支給します。　
※ 介護保険料滞納者へは
支給できません

紙おむつを使用している要介護
3以上、または要介護2で排泄
全介助の65歳以上の在宅高齢
者（入院・施設入所者は非該当）

無料

家族介護
慰労金

4か月以上、ねたきりや認
知症の高齢者を在宅で介
護している方に介護慰労
金を支給します。
※ 介護期間4か月ごとに
申請が必要です。

要介護度4・5と認定された65
歳以上の高齢者を在宅で常時介
護する方（介護保険サービスを
利用している方は非該当）
※ 介護保険サービス中、住宅改
修・福祉用具購入・5日間まで
のショートステイは除く

1回あたり6万円

徘徊高齢者
家族支援
サービス

徘徊の見られる認知症高
齢者に位置情報端末を貸
与することにより、徘徊高
齢者の保護を支援します。

市内に住所を有する徘徊高齢者
の介護者

基本料金　500円／月
情報取得料100 ～ 300円

（市民税非課税世帯は無料）

救急医療情報
キット配布

高齢者、障がい者等に対し、
かかりつけの医療機関、持
病等の救急時に必要な情
報を冷蔵庫に保管するキ
ットを配布します。

・65歳以上のひとり暮らし高齢者
・身体障害者手帳所持者で、重
度視覚障害者または聴覚障害の
ある方
・日中独居で、健康上不安のあ
る方

無料

ねたきり高齢者
理美容料助成

（平成27年7
月1日開始）

ねたきり高齢者に対し、居
宅において受ける理容ま
たは美容の料金の一部を
助成します。

65歳以上の在宅の高齢者で要
介護４・５と認定された方、ま
たは常時臥床の状態にある方。

1回につき2,000円
（同一年度に4回が限度）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
５
・
３
２
５
６
）
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広報稲敷 平成27年 5月号　2021　広報稲敷 平成27年 5月号

館
西
棟
展
示
室　
▽
費
用
：
入

館
料
の
み　
▽
内
容
：
毎
年
恒

例
の
企
画
展
示
で
す
。２
０
１

４
年
度
１
年
間
に
成
田
空
港
に

飛
来
し
た
航
空
機
の
中
か
ら
特

別
な
塗
装
の
も
の
や
初
飛
行
の

も
な
ど
興
味
深
い
も
の
を
写
真

や
模
型
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
Ｇ
Ｗ
行
事「
和
太
鼓
演
奏
会
」

▽
５
月
３
日（
日
）　
▽
場
所
：

航
空
科
学
博
物
館
西
棟
展
示
室

▽
費
用
：
入
館
料
の
み　
▽
内

容
：
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
に

も
負
け
な
い
迫
力
あ
る
和
太
鼓

の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■「
チ
ー
バ
く
ん
・
ク
ウ
タ
ン
・

し
ば
っ
こ
く
ん
と
遊
ぼ
う
」

▽
日
時
：
５
月
５
日
（
火
）　

▽
場
所
：
航
空
科
学
博
物
館
内

▽
費
用
：
入
館
料
の
み　
▽
人

気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
に
会

え
る
か
も

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

Ｋ
！
も
ち
ろ
ん
企
業
で
結
成
さ

れ
て
い
る
チ
ー
ム
も
大
歓
迎
で

す
。ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
稲
敷
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

事
務
局
（
岩
瀬
）　

☎
０
９
０

︲
１
４
３
７
︲
０
４
９
０

な
ん
で
も
電
話
相
談

国
保
・
医
療
・
介
護

▽
日
時
：
５
月
16
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
〜　
受
付
電
話
番

号
：
☎
０
２
９
︲
２
２
８
︲
０

６
０
０
／
☎
０
２
９
︲
２
２
８

︲
０
６
０
２　
▽
回
答
者
：
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉
団
体
の

ス
タ
ッ
フ　
▽
相
談
料
：
無
料

　
▽
お
受
け
す
る
相
談
内
容
：

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料

負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
負

担
軽
減
策
な
ど
。

●
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

航
空
科
学
博
物
館

■
企
画
展
示
「
成
田
空
港
飛
来

機
展
」

▽
期
間
：
５
月
24
日
（
日
）
ま

で　
▽
場
所
：
航
空
科
学
博
物

お
話　
▽
講
師
：
宮
本
二
郎
先

生　
▽
日
時
：
６
月
４
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜　
▽
宮
本

病
院　
新
館　
健
康
教
室　
▽

参
加
費
：
無
料

●
宮
本
病
院　
地
域
医
療
連
携

室　
☎
０
２
９
９
︲
９
４
︲
３

０
８
０常

陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
5
月
8
日
（
金
）
／

６
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

新
規
加
盟
募
集

こ
の
度
、
当
連
盟
で
は
新
規
加

盟
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。稲

敷
市
在
住
で
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
皆
さ
ん
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ

優
良
者
運
転
表
彰

申
請
受
付

稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
６
月
１
日（
月
）

〜
30
日
（
火
）　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分　
▽
申
請

資
格
：
・
普
通
運
転
免
許
証
を

所
持
し
、
稲
敷
地
区
交
通
安
全

協
会
５
年
以
上
入
会
し
て
い
る

方
・
過
去
５
年
以
上
無
事
故
無

違
反
の
運
転
者
・
職
業
、
自
家

用
問
わ
ず
常
時
運
転
し
て
い
る

方　
▽
申
請
方
法
：
稲
敷
警
察

署
内
の
協
会
事
務
局
へ
必
ず
ご

本
人
が
申
請
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
：

運
転
免
許
証
、印
鑑

●
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
５
０

１
第
14
回
こ
こ
ろ
の
講
演
会

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

講
演
会
参
加
は
無
料
で
す
。ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
：
５
月
16
日
（
土
）
午

後
1
時
50
分
（
開
場
午
後
１
時

30
分
）　

▽
会
場
：
み
や
ざ
き

ホ
ス
ピ
タ
ル　
▽
内
容
：
第
一

部
（
開
場
午
後
１
時
30
分
・
講

演
午
後
２
時
〜
）、
講
師
：
阿

信
幾
先
生
、
演
題
：
「
闇
を
破

る
光
」）、
第
二
部
（
開
場
午
後

２
時
50
分
・
講
演
午
後
３
時
10

分
〜
）、
講
師
：
岩
田
誠
先
生
、

演
題
：
「
ケ
ア
と
キ
ュ
ア
」

●
こ
こ
ろ
の
講
演
会
事
務
局　

☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
３
２

１
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
62
周
年

記
念
行
事

▽
日
時
：
５
月
17
日
（
日
）　
午

前
９
時
〜　
▽
場
所
：
陸
上
自

衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地（
土
浦
市
右

籾
２
４
１
０
）　
▽
内
容
：
記
念

式
典
、儀
仗
ド
リ
ル
、ト
ロ
ッ
コ

列
車
、野
外
ミ
ニ
コ
ー
ト
、展
示

飛
行
、警
備
犬
展
示
な
ど

●
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

広
報
班　
☎
０
２
９
︲
８
４
２

︲
１
２
１
１（
内
線
２
２
１
８
）

健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

宮
本
病
院

宮
本
病
院
で
は
地
域
の
皆
さ
ま

の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
の
場

と
し
て
、
健
康
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
：
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の

①
稲
敷
市
に
事
業
所
（
工
場
含

む
）が
あ
る
方

②
稲
敷
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る

商
品
で
、
か
つ
市
内
で
製
造
、

加
工
採
取
、
栽
培
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
商
品
を
、

寄
附
者
に
送
付
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
ま
た
は
個
人
事
業
者

●
特
典
出
品
事
業
者
の
メ
リ
ッ

ト①
特
典
品
は
寄
附
者
か
ら
の
申

し
込
み
に
応
じ
て
市
で
事
業
者

の
方
よ
り
買
い
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
売
上
増
加

が
見
込
め
ま
す
。

②
寄
附
者
に
特
典
品
を
贈
る
こ

と
で
リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど
販
路
拡

大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
商
品
発
送
時
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

の
同
封
が
で
き
、
事
業
者
名
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
政
策
企
画
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
　

特
典
出
品
事
業
者
を
募
集

こ
の
度
、
稲
敷
市
で
は
７
月
を

目
処
に
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
受
付
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。

【
変
更
内
容
】

①
寄
附
い
た
だ
い
た
額
に
応
じ

て
選
べ
る
特
典

②
寄
附
方
法
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
や
コ
ン
ビ
ニ
払
い
を

導
入

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
伴
い
、
寄
附
者

の
方
に
お
礼
と
し
て
お
送
り
す

る
特
典
を
募
集
し
ま
す
。特
典

品
充
実
に
よ
り
、
寄
附
金
額
の

増
加
が
見
込
め
、
事
業
者
の
方

に
と
っ
て
も
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
新

た
な
販
路
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と

な
り
ま
す
。

次
の
と
お
り
、
特
典
出
品
事
業

者
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
５
月
13
日
（
水
）　

午
後
７
時
〜（
１
時
間
程
度
）

▽
会
場
：
市
役
所
江
戸
崎
庁
舎

２
階
会
議
室

●
応
募
要
件

初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座

　

受
講
生
募
集

音
楽
を
通
し
た
青
少
年
健
全
育
成

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
助
成

稲
敷
市
内
に
残
る
古
文
書
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
、
内
容
を
読
み

解
い
て
い
き
ま
す
。身
近
に
あ

る
古
文
書
か
ら
、
当
時
の
生
活

や
考
え
方
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。初
め
て
の
方
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
14
日
（
日
）
午

後
2
時
～
4
時
（
毎
月
第
2
日

曜
日
・
月
に
よ
り
変
更
あ
り
）

稲
敷
市
音
楽
団
体i-tones

は
、

平
成
26
年
度
（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け
て
、

青
少
年
音
楽
教
室
の
開
催
や
、

自
主
イ
ベ
ン
ト
「
音 Your 

M
ark

」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、青
少

年
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
団

体
の
活
動
に
必
要
な
経
費
を
助

成
す
る
も
の
で
、i-tones

で
は

こ
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
で
、地

域
の
子
供
た
ち
に
楽
器
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

▽
会
場
：
市
立
図
書
館

▽
対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
優
先

▽
申
込
方
法
：
電
話
に
て
申
込

▽
定
員
：
10
名
程
度

▽
受
講
料
：
無
料

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

ま
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

よ
り
様
々
な
音
楽
に
関
わ
る
人

と
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。今

後
、活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

で
、青
少
年
の
健
全
な
育
成
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■ 

問
合
せ

稲
敷
市
市
民
協
働
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
１
０
０
）
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informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
３
月
）

1
日
：
江
戸
崎
総
合
高
校
卒

業
式（
江
戸
崎
総
合
高
校
）

２
日
：
江
戸
崎
の
雛
ま
つ
り

（
笑
遊
館
）

７
日
：
健
康
ま
つ
り（
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）
／
江
戸
崎
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
障
害
者
慰
問
会

（
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

9
日
：
稲
敷
理
容
組
合
定
期

総
会（
稲
敷
市
商
工
会
）

11
日
：
新
利
根
中
学
校
卒
業

式
（
新
利
根
中
学
校
）
／
茨

城
県・北
茨
城
市
合
同
追
悼・

復
興
祈
念
式
典（
北
茨
城
市
）

15
日
：
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
江
戸
崎
体
育
館
）

／
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き
酒
蔵

ま
つ
り
（
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
）

16
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
評

議
員
会
・
理
事
会
（
江
戸
崎

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

17
日
：
議
会
定
例
会
閉
会

（
東
庁
舎
）

18
日
：
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
会
議
（
江
戸
崎

庁
舎
）

19
日
：
あ
ず
ま
西
小
学
校
卒

業
式（
あ
ず
ま
西
小
）
／
政
治

倫
理
審
査
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

20
日
：
桜
川
こ
ど
も
園
卒
園

式（
桜
川
こ
ど
も
園
）

21
日
：
江
戸
崎
総
合
高
校
同

窓
会
代
議
員
総
会
（
江
戸
崎

総
合
高
校
）

22
日
：
下
君
山
地
区
市
政
報

告
会（
森
木
集
会
所
）

23
日
：
農
業
公
社
理
事
会

（
東
庁
舎
）

25
日
：
臨
時
記
者
発
表
（
江

戸
崎
庁
舎
）

26
日
：
体
育
協
会
常
任
理
事

会（
江
戸
崎
体
育
館
）

27
日
：
成
田
空
港
騒
音
対
策

委
員
会（
成
田
市
）

30
日
：
い
な
ほ
消
防
署
竣
工

式（
い
な
ほ
消
防
署
）

31
日
：
Ｔ
Ｗ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
の
包
括
的
連
携
協
定
調
印

式
（
江
戸
崎
庁
舎
）
／
市
職

員
退
職
者
辞
令
交
付
式
（
江

戸
崎
庁
舎
）
／
退
職
・
転
出

教
職
員
辞
令
交
付
式
（
新
利

根
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：5月20日（水）　午前10時〜午後3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：5月26日（火）／ 6月26日（火）　江戸崎公民
館　午前9時30分〜正午　▽対象：市内企業経営者および勤
務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時までに
予約してください）
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線
5604）

informationくらしと情報

5月  7日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
5月21日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
6月  4日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
6月18日（木）	 東庁舎	 弁護士
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：5月7日（木）、5月21日（木）　午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）
竜ケ崎保健所
家に閉じこもっている、気分がイライラする、眠れないなど困っ
たことはありませんか？専門医や保健師が相談に応じます。
▽日時：5 月 19 日（火）　午後 2 時〜／ 6 月 3 日（水）　午後
3時〜　▽場所：竜ケ崎保健所　相談室1　※予約制になります。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

5月12日（火）　江戸崎庁舎／ 5月13日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝5月1日（金）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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informationくらしと情報

4月26日（日）	江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
4月29日（水）	いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 しんクリニック（阿見）tel.029-875-5686
5月   3日（日）	江戸崎ひかりクリニック（江戸崎甲）tel.029-834-5777
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
5月   4日（月）	江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
5月  5日（火）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
5月  6日（水）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 市川ファミリークリニックtel.029-843-3301
5月10日（日）	角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
5月17日（日）	和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,551人（-69）

　　男：21,602人（-41）

　　女：21,949人（-28）

世帯数：14,850世帯（26）

※4月1日現在

5月の納税
▽納期限：6月1日（月）
・軽自動車税：全期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 第2、第4火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
ゆきちゃんの音楽会	 5月  8日（金）　午後2時〜
梅さんの落語会	 5月11日（月）　午前10時30分〜
太極拳教室	 5月13日（水）　午後1時30分〜
生花教室	 5月18日（月）　午後1時30分〜
料理教室	 5月27日（水）　午前10時〜
絵手紙教室	 5月27日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

information放射線（放射能）情報

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 ふき（1）

基準値内のもの 原木しいたけ（1）

基準値を超えたもの -
現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、危機管
理課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています

※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、稲敷市危機管理課

（tel.029-892-2000　内線4403）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.058 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.063
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.103 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.073 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.070 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.083
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.086 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.060
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.059 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.073
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.053
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.069 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.061 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.081 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.072 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.083 
東中学校 校庭中央 1m 0.059 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.111 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.074 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.064 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.068 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.102 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.077

各体育施設、公園（3月25日）
施設名称 測定地 高さ 測定値

根本共同利用施設
（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.120 
高田コミュニティセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.110 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.090 
沼田野球場 野球場 1m 0.120 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.110 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.090 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.100 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.080
東グラウンド 野球場 1m 0.100 
白鷺球場 野球場 1m 0.110 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.090 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.090 
堂前公園 公園中央 50cm 0.090 
和田公園 公園中央 50cm 0.080 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.100 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.110 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.120 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.130 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.070 

各小・中学校、幼稚園（2月25日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.090
認定こども園桜川こども園

（桜川保育所） 園庭中央 50cm 0.078 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.055 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.077 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.050 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.077 

食品放射性物質測定結果（3月1日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果 各保育所（園）など（3月25日）

※ 測定しているすべての施設において、除染を必要とする
基準の毎時0.23マイクロシーベルト未満なので除染の必
要はありません。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq ／ kg を下回った
ことを言います。）
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野
菜
工
場
と
な
り
ま
す
。年
内
の
工
事
完
了
と
平
成
28
年
３

月
ご
ろ
の
本
格
稼
働
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

３ 

住
宅
取
得
支
援
連
携
を
発
表

平
成
27
年
度
予
算
の
成
立
に
伴
い
「
い
な
し
き
に
住
み
た
く

な
っ
ち
ゃ
う
♥
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
目
玉
事
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
事
業
の
お
披
露
目
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
こ
の
事
業
で
は
、地
元
金
融
機
関（
常

陽
銀
行
・
筑
波
銀
行
・
水
戸
信
用
金
庫
・
Ｊ
Ａ
稲
敷
）取
連
携

し
、
通
常
よ
り
有
利
な
金
利
の
住
宅
ロ
ー
ン
商
品
を
提
供
し

て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

４ 

い
な
ほ
消
防
署
竣
工
式

３
月
30
日
、
い
な
ほ
消
防
署
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。消

防
力
の
整
備
と
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
江
戸
崎
消
防
署

と
同
署
美
浦
出
張
所
を
統
合
し
、「
い
な
ほ
消
防
署（
犬
塚
１

５
７
０
番
地
２
）」と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

で・き・ご・と
3-4月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上
げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000

（内線2400）

５ 

入
学
式
・
入
園
式

市
内
の
各
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
で
入
学（
園
）式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。４
月
７
日
午
前
中
に
市
内
の
各
小
学
校

で
入
学
式
が
、
午
後
に
は
各
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
３
０
５

人
の
小
学
１
年
生
と
３
１
５
人
の
中
学
１
年
生
が
誕
生
し
ま

し
た
。（
５
︲
ａ
＝
さ
く
ら
が
わ
こ
ど
も
園
）

　
ま
た
、
市
内
の
各
幼
稚
園
で
も
翌
８
日
に
入
園
式
が
開
催

さ
れ
、
か
わ
い
い
園
児
た
ち
が
保
護
者
と
手
を
つ
な
ぎ
元
気

に
幼
稚
園
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。（
５
︲
ｂ
＝
鳩
崎

小
学
校
）

６ 

稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

４
月
12
日
、
和
田
公
園
に
お
い
て
稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

り
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
田
公
園
内
の
30
種
・
約
20
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
４

月
中
旬
ご
ろ
に
満
開
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

畑
を
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
わ
が
街
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
近
隣
自
治
体

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
に
よ
る
わ
が
街
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
工
藤
あ
や
の
さ
ん
、
大
江
裕
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
で

は
来
場
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
お
二
人
の
歌
声
や
お
話
に

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

７ 

市
へ
寄
附

ふ
れ
あ
い
福
祉
芸
能
協
会
様
よ
り
、
市
へ
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2

4

1-a

3

1-b５-a5-b

6-b 6-a

6-c6-d7
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法定後見制度の利用のしかた
本人の住所地にある家庭裁判所に後見等開始の審判を申し立てます。

【申立てのできる人】
本人、配偶者、四親等内の親族、市区町村長（身寄りのない高齢者の場合など）、検察官など

【申立てのとき】
戸籍謄本や医師の診断書など、申立てに必要な書類を提出します。
※ 申立てに必要な書類については、家庭裁判所にご確認ください。

▽
家庭裁判所

申立人が、法定後見制度をなぜ利用したいか、申立ての理由（本人の生活状況や精神状態など）について申立書に記載して提
出します。
　それを受けて、審理が開始されます。「後見」「保佐」の審判を開始する際には、原則として本人の精神状況を医師に鑑定し
てもらうことが必要です。
　家庭裁判所の調査官が本人や申立人、家族、医師等から本人の精神的な障がいの程度や生活状況を確認して、その事情に応
じて、成年後見人等に最も適切と思われる人を選任します。

▽

成年後見人等が支援を開始します

　　　善意銀行運営事業

社協のひろば

　　　　ふれあい電話事業

65歳以上で一人暮らしの高齢者の方に、ボランティア協力員が月2回の電話訪問をおこない、孤独感の解消や安否の確認を
行っています。
平成26年度は、ボランティア35名の協力により、93名の希望者に対して、年間2000件以上の電話訪問がおこなわれました。

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

市民の皆さまからの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。ご協力をい
ただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、平成27年1月28日から平成27年3月27日）
【寄付金】　佐藤恵子　昭和29年度阿波中学校卒業生有志一同　新利根小学校　ユニー㈱アピタ佐原東店　匿名
【物　品】　匿名　簡易トイレ

　　　成年後見サポートセンター

  成年後見制度を利用しようと思ったら？

【問合せ先】
江戸崎福祉センター内　社会福祉協議会　成年後見サポートセンター　☎029-892-5711

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付について

市民の皆さまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者などに
買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内のボランティア活動支援のために役立てられます。ご協力ありがとうございま
した。（敬称略・順不同、平成27年1月28日から平成27年3月27日）
鈴木正男　川村須美江　岡野文四郎　㈱タナカ江戸崎工場　あずま生涯学習センター　匿名

利用されている方からは、ボランティアさんからの電話を
心待ちにして、家族や友達のこと、趣味の話など様々なこ
とをお話し下さいます。ボランティアさんも会話がはずみ、
楽しくお話ができるため、あっという間に時間がすぎるな
んてこともあるそうです。
【問合せ先】
稲敷市社会福祉協議会　☎029-892-5711

成年後見人等にはどのような人が選ばれるのか？
配偶者や親族・知人以外でも、法律や福祉の専門家、法人（社会福祉協議会や成年後見ｾﾝﾀｰ・ﾘｰｶﾞﾙｻﾎﾟｰﾄなど）など、家庭
裁判所が最も適切と思われる人や法人が選任されます。また、複数の成年後見人等を選任する場合もあります。そのほか、
成年後見制度の知識に関して、一定の研修を受け、家庭裁判所から選任された「市民後見人」の活動が行なわれている地
域もあります。



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
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　　 あ い ア イ
～あいアイ運動会～
家族で一緒に楽しく体を動かそう！
▽日時：5月30日（土）午前10時〜　
▽場所：新利根体育館　▽対象：未就
園児の親子　▽申込：5月21日（木）
までにあいアイへ（先着100組）　※5
月29日は準備のため、午後休館。

～たつのこ公園であそぼ！！
ポカポカお天気の良い日が増えましたね
♪もちろん、小さいお友だちも大歓迎！
楽しいゲームを用意して待ってます♪
▽日時：5月20日（水）午前10時30
分▽場所：龍ヶ崎市たつのこ公園現地
集合

　　 つばさ・ひまわり
～みんなでワイワイ楽しくおやつ作り～
みんなで食べるおやつは、とってもおいし
いですよ！ご参加、お待ちしております♪
▽日時：5月21日（木）午前10時15
分～　▽場所：子育て支援センター　
こうだ　▽申込：前日までに幸田保育
園へお電話ください

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜5月分〜
（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
★よちよちコーナー★　お休みです
★ぴょんぴょんコーナー★　12日、19日（予約不要）
★身体測定★　26日（予約不要）
★ベビーマッサージ★　7日、14日、21日（予約不要）
★産後骨盤調整ヨガ　28日（予約不要）《3か月〜10か月の親子》
【つばさ】
  7日（木）	 おかあさんへ♥母の日プレゼント作り
12日（火）	 norinori ☆英語であそぼ♪
14日（木）	 お誕生会＆ゆらゆらモビール作り
19日（火）	 給食体験＆子育てトーク
21日（木）	 ポカポカ広場
【ひまわり】
  1日（金）	 ゆらゆら大好き♪モビールを作ろう
  8日（金）	 お誕生会＆スクラップブックを作ろうシリーズ
19日（火）	 給食体験＆栄養相談
28日（木）	 エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！
29日（金）	 ママカフェオープン
【こうだ】
  8日（金）	 触れ合い遊び＆動く絵本読み聞かせ
14日（木）	 手作りおもちゃ作り♪
21日（木）	 おやつ作り
28日（木）	 部屋飾り作り

つばさ・ひまわり
おおきくなったね♪
成長パーティーをし
ました。

あいアイ
お昼の前とお帰りの
前のスポットタイム
♪親子で一緒に♪

こうだ
お絵かきパンケーキ
☆待っている間もワ
クワク♡
楽しくおいしく食べ
ました♪♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～5月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時（変更の場合あり）

【東保健センター】
1日（金）、15日（金）、20日（水）、25日（月）

【桜川保健センター】
8日（金）、13日（水）、22日（金）、27日（水）

　　　対象の予防接種を受けましょう！

　　　腹部超音波検診のお知らせ

　　　高齢者肺炎球菌任意予防接種について 行事予定（5月）
対象の方には個別通知いたします。時間お
よび会場はそちらをご覧ください。
3〜4か月児健診
▽東保健センター：5月19日（火）
1歳6か月児健診
▽東保健センター：5月22日（金）　
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：5月14日（木）
3歳児健診
▽東保健センター：5月13日（水）

40歳以上の方を対象にした検診です。（料金2,000円）
下記の日程及び会場で実施します。ご希望の方は、5月11日より電話で予約できます。
健康増進課（☎0297 - 87 - 6111）までご予約ください。（定員があります）

上記の予防接種は、予診票を対象の方へ４月上旬に送付しました。　期日までに接種をしない場合は、任意接種となり費用
は全額自己負担となります。進学先などで接種状況を確認することがありますので、お早目の接種をお願いします。

実施日 健診会場
  7月13日（月） ふれあいセンター
  7月15日（水） 東保健センター
  9月16日（水） 江戸崎保健センター
10月16日（金） 桜川保健センター

※ その他の各種検診については「平成27年度稲敷市各種検診のお知らせ」をご覧ください。

予防接種名 対象者 期限

麻しん風しん混合ワクチン 平成21年4月2日
　　～平成22年4月1日生れ（年長児） 平成28年3月31日まで

二種混合（ジフテリア・破傷風） 平成15年4月2日
　　～平成16年4月1日生れ（小学6年）満13歳の誕生日の前日まで

高齢者肺炎球菌任意予防接種の継続についてお知らせします。
下記の対象者の方は助成が受けられます。
詳しくは健康増進課（☎0297-87-6111）へお問い合わせください。
▽対象者：定期予防接種対象者以外の65歳以上の方で、5年以内
に接種を受けていない方
▽期間： 平成28年３月31日まで
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生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

稲敷市ソフトバレーボール大会結果

3月15日、江戸崎体育館を会場に第2
回稲敷市ソフトバレーボール大会が開
催されました。
　女子、混合、シニアと3部門で合計
18チームが参加し、白熱した中でも、
和気あいあいと実施できました。

市内の公民館・生涯学習センターや体
育施設の空き状況がインターネットで
確認出来るようになりました！
　これを機会に、いろいろな施設を利
用してみてはいかがでしょうか？
　アクセスは稲敷市のホームページか
ら簡単に検索することができます。
詳細につきましては、各施設にお問い
合わせください。

稲敷市公民館・体育施設予約状況確認システム運用開始

平成26年度「リーダーバンク」新登録者の紹介

平成26年度、新しくリーダーバンクに登録された方を紹介します。
リーダーバンクの登録者は随時募集しています。興味のある方は気軽に生涯学習課までご連絡ください。

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

図書カレンダー  5月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
						      1	 2
	 3	 4	 5	 6	 7	 8	 9	
	 10	 11	 12	 13	 14	 15	 16	
	 17	 18	 19	 20	 21	 22	 23
	 24	 25	 26	 27	 28	 29	 30
	 31
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、3日〜6日、26日
桜川•新利根公民館図書室
毎週月曜日、3日〜６日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

利用状況（平成26年度）

資料所蔵
総数：171,853点
　図書：155,782点
　雑誌：5,894点
　視聴覚：10,177点
貸出
総数：113,951点
　図書：88,766点
　雑誌：7,139点
　視聴覚：18,046点
　１日平均：418点
　インターネット予約：1,202点
　AV コーナー利用：1,299点
利用者登録
総数：10,979人（26年度登録：565人）
　広域利用：311人（26年度登録：26人）

ベスト貸出資料（平成26年度）
一般書（文庫以外）
1位：虚ろな十字架／東野圭吾、
村上海賊の娘（上）／和田竜
2位：祈りの幕が下りる時／東野
圭吾、満願／米澤穂信、海賊と呼
ばれた男（上）／百田尚樹、豆の
上で眠る／湊かなえ
3位：村上海賊の娘（下）／和田竜
児童書
1位：かいけつゾロリつかまる！！
2位：かいけつゾロリのまほうの
ランプ～ッ
3位：どんぐりむらのぱんやさん、
どんぐりむらのどんぐりえん
DVD
1位：いけつゾロリ／だ・だ・だ・
だいぼうけん！
2位：トイストーリー３
3位：魔女の宅急便
CD
1位：OH　MY　LOVE ／ ZARD
2 位：Popman’ s world：all time 
best 2003 ／スキマスイッチ
2位：I ／いきものがかり、
3位：Love collection.mint ／西
野カナ

映画会　〜5月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■トムとジェリー魔法の指輪（アニメ
62分）
▽上映日：2日（土）・9日（土）・10日

（日）・16日（土）・17日（日）
■マネーボール（洋画133分）
▽上映日：23日（土）・24日（日）・30
日（土）・31日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：5月16日（土）午後1

時〜　大型絵本「スイミー」、「ぞうの
はな」、絵本「はなすもんか」ほか
◆図書館おはなし会：5月31日（日）午
前10時30分〜　絵本「フラニーとメラ
ニー　しあわせのスープ」、「としょかん
のよる」ほか

「神様が降りてくる」白川道（新潮社）
「マリコ、カンレキ！」林真理子（文藝
春秋）

「槐」月村了衛（光文社）
このほかにも多数の新刊図書がありま
す。市ホームページでご確認ください。

市立図書館 新刊図書（写真左から）

氏名 分野
水口　輝喜

（みずぐちてるき） 趣味の陶芸

片岡　貴子
（かたおかたかこ）

プリザーブドフラワー
ZAKKA デコパージュ

おむつケーキ

【女子の部】
優勝：魔女っ子メグ
第2位：KUMA
第3位：よんピース

【混合の部】
優勝：ワンピース
第2位：アンタレスB
第3位：パークウェイ

【シニアの部】
優勝：ビックママ

市ホームページの下段にある
バナーからクリック！！

※ リーダーバンクとは？
生涯学習分野の技術・知識をお持ちの方を登録し、指
導者や講師を探している方の希望があった時に紹介
しています。
過去の登録者については、市HP をご覧ください。
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謎
の
僧「
常
陸
坊
海
存
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
濵
田
純
男

阿
波
大
杉
神
社
の
隣
、
安あ
ん

穏の
ん

寺じ

の
参
道
石
段
傍

に
「
常
陸
坊
海
存
」
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

龍り
ゅ
う
げ
さ
ん

華
山
安
隠
寺
は
、昔
か
ら
地
域
の
人
々
に「
か

い
ぞ
ん
様
」
と
呼
ば
れ
信
仰
さ
れ
、
桜
の
名
所

と
し
て
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
海
存
と
は
ど
ん
な
人
物
な
の
で
し
ょ

う
か
。「
義ぎ

経け
い

記き

」や「
源
平
盛
衰
記
」に
登
場
し

名
前
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
謎
多
き
人
物
で

す
。武
蔵
坊
弁
慶
と
同
様
に
、
源
義
経
の
家
来

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

義
経
の
吉
野
か
ら
奥
州
平
泉
ま
で
の
、
逃
避

行
で
の
案
内
役
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
肝
心
な

時
に
は
何
時
も
身
を
隠
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。源
頼
朝
の
要
請
を
受
け
た
藤
原
泰
衡

が
義
経
を
襲
っ
た
、
文
治
五
年
衣
川
の
合
戦
の

際
、
義
経
が
僅
か
な
兵
で
追
手
と
戦
っ
て
い
た

時
、
義
経
の
数
名
の
家
来
が
戦
に
加
わ
ら
な
か

っ
た
。近
く
の
山
寺
へ
参
拝
に
行
き
、
生
き
延

び
た
中
の
一
人
が
、海
存
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
行
方
不
明
に
な
り
、
後
世
に
逃
げ

上
手
、
生
き
上
手
の
海
存
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。何
故
か
そ
の
後
何
度
か
出
現
し
、

天
海
僧
正
に
枸く

杞こ

の
長
寿
効
能
を
教
え
た
の
が

海
存
だ
と
も
言
わ
れ
、
四
〇
〇
年
も
五
〇
〇
年

も
生
き
た
と
、
不
老
不
死
伝
説
が
生
ま
れ
た
の

で
す
。

　

ま
た
、
容
貌
魁
偉
の
海
存
は
巨
体
、
紫
の
髭
、

青
い
目
、
高
い
鼻
で
、
ま
さ
に
天
狗
の
容
貌
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。文
治
年
間
大
杉
大
明
神
の

功く

徳ど
く

に
よ
り
、
数
々
の
奇
跡
を
起
こ
し
た
こ
と

か
ら
、
海
存
は
大
杉
大
明
神
の
使
者
天
狗
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
の
大
杉
神
社
の
天
狗
信

仰
へ
と
発
展
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

容
貌
か
ら
海
存
は
渡
来
人
か
と
推
測
す
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、
快
賢
だ
っ
た

と
か
、富
士
山
に
登
り
、身
を
隠
し
、後
に
仙
人

職
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
上
野
の
寛
永
寺
や
日

光
の
輪
王
寺
の
直じ

き

兼け
ん

帯た
い

と
な
り
ま
し
た
。明
治

時
代
ま
で
安
穏
寺
と
大
杉
神
社
は
神
仏
習
合
で

祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

常
陸
坊
海
存
（
海
尊
）
が
社
僧
と
し
て
滞
在

し
た
と
さ
れ
、「
安
穏
寺
縁
起
記
」に
次
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。「
文
治
五
年（
一
一
八
九
）の
秋
、

行
脚
僧
東
奥
よ
り
来
り
て
、
安
穏
寺
に
投
宿
す
。

容よ
う

貌ぼ
う

魁か
い

偉い

に
し
て
自
ら
清
悦
大
師
と
称
し
、
密

法
不
測
に
し
て
、
聴
い
て
知
ら
ざ
る
所
な
し

云う
ん

々ぬ
ん

。ま
た
、
常
陸
国
乗
浜
郷
の
あ
る
宿
坊
に

て
生
ま
れ
、
浜
育
ち
で
船
乗
に
熟
練
し
て
い
た

と
あ
り
ま
す
。

に
な
っ
た
と
か
、
墓
が
岩
手
県
九
戸
郡
洋
野
町

に
伝
わ
っ
て
い
る
と
か
、
謎
の「
か
い
ぞ
ん
様
」

で
す
。

　
「
か
い
ぞ
ん
様
」を
探
し
に
、
安
穏
寺
を
訪
れ

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

参
考
資
料

　

富
澤
静
堂
著『
大
杉
神
社
文
書
録
』

　

秋
本　

勇
著『
桜
川
村
郷
土
史
資
料
第
壱
集
』

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

芽
柳
を
風
が
梳す

き
ゆ
く
沼
堤	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

句
心
に
遊
ぶ
野
山
や
立
子
の
忌	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

冴
返
る
子
に
言こ
と
だ
ま霊
と
云
ひ
し
も
の	

篠
田
邑
草（
新
山
）

山
河
ま
だ
色
な
き
黙
や
二
月
尽	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

梅
咲
い
て
人
の
住
ま
な
い
書
院
か
な	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

颯
爽
と
歩
め
ば
春
風
ま
と
ひ
け
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

菜
の
花
や
外
房
総
の
海
青
し	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

一
枝
に
幾
千
の
芽
の
雪
柳	

代
静（
犬
塚
）

春
寒
し
祭
頭
祭
者
合
羽
着
て	

石
井
忠（
橋
向
）

初
音
聞
く
今
日
は
震
災
四
年
の
日	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

白
梅
の
白
さ
が
過
疎
を
か
が
や
か
し	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

合
格
の
安
堵
に
深
く
眠
る
子
よ	

根
本
京
子（
高
田
）

朝
寝
し
て
雨
戸
の
音
を
恥
じ
に
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

義
経
の
謂
れ
の
小
島
春
の
潮	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

お
花
畑
立
て
ば
千
倉
の
海
青
し	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

草
薙
を
手
に
し
て
佇
つ
や
梅
日
和	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

梅
古
木
咲
い
て
眩
し
く
庭
香
る	

野
口
梅
子（
神
宮
寺
）

森
の
中
桜
一
際
映
え
に
け
り	

堀
内
さ
わ
子（
境
島
）

父
母
も
逝
き
昭
和
も
遠
く
古
希
の
春	

富
元
禮
子（
古
渡
）

頑
な
な
老
い
の
心
に
葉
芽
花
芽	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

遊
ぶ
友
学
ぶ
友
い
て
梅
日
和	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

老
い
た
れ
ど
一
花
一
花
に
あ
る
力	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

蝌か

と蚪
動
く
池
底
に
日
の
届
き
お
り	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

御
堂
よ
り
こ
ぼ
る
読
経
や
花
の
昼	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

二
十
年
稲
敷
に
住
み
念
願
の
大
ひ
し
く
い
を
間
近
に
観
た
り	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

玉
石
を
敷
き
た
る
様
な
う
ろ
こ
雲
に
す
が
や
か
な
満
月
・
今
宵
小
正
月	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

若
き
日
の
愛
読
の
本
手
に
取
り
て
読
め
ば
懐
か
し
色
あ
せ
て
今	

財
部
睦
美（
光
葉
）

さ
な
が
ら
に
会
え
る
気
が
し
て
弾
み
つ
き
百
余
の
賀
状
ま
た
繰
り
見
る
も	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

太
陽
光
膝
ほ
っ
か
ほ
か
あ
り
が
た
し
日
課
の
ウ
ォ
ー
ク
土
手
ま
で
延
ば
す	
根
本
正
直（
門
前
）

月
月
の
歌
会
は
楽
し
師
や
友
と
思
い
の
ま
ま
の
楽
し
き
集
い	

松
本
静
子（
西
町
）

ひ
ょ
っ
こ
り
と
息
帰
り
来
る
予
感
し
て
シ
チ
ュ
ー
を
煮
込
む
日
曜
の
午
後	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

梅
咲
き
て
桜
の
便
り
も
届
け
ら
れ
何
と
は
な
し
に
春
の
喜
び	

山
本
彰
治（
高
田
）

話
し
つ
つ
歩
く
川
辺
の
夕
映
え
て
遠
く
く
っ
き
り
富
士
の
冠
雪	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

生
涯
を
農
に
は
げ
み
し
弟
の
後
姿
に
思
い
出
深
む	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

浮
島
の
蓮
根
栽
培
日
本
一
今
に
し
て
知
る
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
食は

む	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

日
は
延
び
て
五
時
の
チ
ャ
イ
ム
を
聞
き
な
が
ら
日
輪
の
位
置
確
か
め
眺
む	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

満
開
の
桜
を
こ
っ
そ
り
見
下
し
て
真
上
に
白
き
十
日
の
昼
月	

川
村
と
み（
堀
川
）

草
の
芽
は
春
待
つ
庭
に
芽
生
え
た
り
風
柔
ら
か
く
時
を
過
ぎ
ゆ
く	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

青
空
に
両
手
を
突
き
上
げ
思
い
き
り
背
伸
び
す
る
朝
平
和
な
れ
ば
こ
そ	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

膝
痛
も
心
電
図
か
ら
も「
加
齢
で
す
」も
や
も
や
だ
け
が
残
る
夕
暮
れ	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

枯
れ
野
よ
り
風
が
運
び
て
来
し
絮
か
朝
の
網
戸
に
か
か
り
て
白
し	

小
泉
實（
福
田
）

全
身
打
撲
の
大
怪
我
も
癒
え
退
院
の
姉
は
ホ
ー
ム
に
数
独
は
げ
む	

板
橋
道
子（
福
田
）

風
の
寄
せ
し
木
の
葉
掃
へ
ば
箒
目
の
の
こ
る
庭
前
小
雀
あ
そ
ぶ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

寒
き
夜
の
ね
む
り
薬
の
き
く
頃
に
百
合
の
香
豊
か
に
部
屋
に
た
だ
よ
う	

柴
崎
文
子（
町
田
）

田
舎
者
の
わ
が
姿
写
す
ウ
ィ
ン
ド
ー
都
会
の
空
も
と
も
に
写
せ
り	

根
本
邦
子（
押
砂
）

甘
塩
の
味
噌
だ
れ
に
食
む
五
平
餅
ふ
と
母
が
顕た

つ
馬ま
ご
め籠
の
宿し
ゅ
くに	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

　

大
杉
神
社
の
別
当
寺
と
し
て
、
延
暦
二
四
年

（
八
〇
五
）
快か
い

賢け
ん

が
建
立
し
た
と
言
わ
れ
る
天

台
宗
の
寺
院
で
す
。江
戸
時
代
初
期
に
は
、
江

戸
崎
不
動
院
の
住
職
で
あ
っ
た
天
海
僧
正
が
住

◁
安
穏
寺

◁
海
存
自
作
の
面

◁
海
存
像（
安
穏
寺
所
蔵
）

◁
海
存
碑
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「広報稲敷」と「稲敷市ホームページ」、有料広告を募集しています。会社やお店のPR はもちろん、個人的な告知などにもご利
用ください。小さなスペースではありますが、そこには無限の可能性が…。

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽8年ぶりに広報係へ戻ってまいりました。あのコーナーも復活させたいし、新企画
も考えてますよ。ぜひ期待してください！市民のみなさんのご意見ご要望お待ちしておりま〜す。

（最近、近いものが見えにくくなったG4出）　▽3年ぶりに復活した編集後記。さっそくG4出さ
んの色が出ています。取材に行ったチューリップまつりではG4出さんと写真対決をしました。見
事勝利し、表紙を飾ることが出来ました。大満足です。（H 人）

稲敷市に地域おこし協力隊がやってきます
5月1日に4名の地域おこし協力隊が稲敷市にやってきます。この地域おこし協力隊は茨城県内では稲敷市を含め6市町が
導入し、県南市町村では初となります。
隊員の方には、まだ気付いていない稲敷市の魅力を発見していただき、市内外への情報発信や地域おこしの活動、また市内へ
の移住定住促進に向けた活動を行っていきます。
ぜひ、地域で隊員たちを見かけたら、気軽にお声掛けください。

地域おこし協力隊とは
人口減少対策や高齢化などの進行が著しい地方において、地域外の人材
を積極的に受け入れ、地域活力活動を行ってもらい、その定住・定着を図
ることで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。
●隊員の状況（平成26年4月1日現在）
全国で1,511人【444自治体（7府県437市町村）】が隊員として活躍中。

次号で隊員の紹介を予定しております。

有料スペースをあなたにも。

広告料
広報紙
・１枠（縦38㎜× 横177㎜）：2万円
・半枠（縦38㎜× 横85㎜）：1万円
・掲載場所：広報紙の最下段
ホームページ
・１万円（１か月間）
・種類：バナー広告
・掲載場所：稲敷市ホームページのトップページ
・規格：縦50× 横140ピクセル、容量５KB 以下

※希望者多数の場合先着順。
※ 広報紙の掲載枠は毎月10枠程度。ホームページは5枠まで。
※ 広告内容によっては掲載できない場合があります。


